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口絵

青梨子上屋敷遺跡 I区2号住居出土土師器杯 （遺物No.1) 





序

主要地方道高崎渋）11線は近世の三国往還を踏襲しており、古くから往来が盛ん

な道路として知られております。現在では高崎市街地を南北に縦断しながら国道

17号線と交差して渋川市を結ぶ地方幹線道として、近年交通量がさらに増加して

います。

本道路改築（改良）工事 1期は、現道の東側を迂回するバイパスとして整備し

つつあり、渋滞緩和のため早期開通が嘱望されておりました。この工事に先立っ

て、当該する埋蔵文化財の記録保存として昭和63年からは群馬町教育委員会、そ

して平成 6年からは当事業団が発掘調査を実施してまいりました。

本遺跡の周辺には三ッ寺 I遺跡、保渡田古墳群、上野国府跡、上野国分寺跡、

山王廃寺跡、総社古墳群のような重要な遺跡が存在しております。また、周辺で

は高速道路、新幹線建設、土地改良工事などに伴って、発掘調査が数多く行われ

てきました。それらの中間に当たる地域として、本遺跡は当地域の歴史を究明す

る上で重要な資料を提供することと思います。

本遺跡は奈良時代から中世 ・近世にいたる、特に集落、館跡などの痕跡が発見

されております。その中で青梨子上屋敷遺跡から出土した墨書土器は県内では類

例を見ないもので古代の祭祀行為を復元するうえで貴重な資料です。今回の調査

で発見した集落は新たな見知を与え、当地の古代史を解明する上で重要な資料と

なり得ると確信します。

本報告書の刊行にいたるまでには、群馬県土木部道路建設課、高崎土木事務所、

群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、群馬町教育委員会の諸機関並びに地元関

係者の皆様に大変な尽力を賜りました。銘記して心から感謝申し上げるとともに、

本報告書が広く基本的な歴史資料として活用されることを念願し、序とします。

平成15年 3月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小野宇三郎





例 言

1.本報告書は、群馬県主要地方道高崎渋川線改築（改良）工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である 。

2.遺跡の所在地は以下のとおりである 。

青梨子上屋敷遺跡

金古北十三町遺跡

群馬県前橋市青梨子町、群馬町大字金古字北十三町

群馬郡群馬町大字金古字北十三町

3.事業主体

4.調査主体

5.調査期間

6.調査組織

7・事務担当

8.調査担当

9.整理期間

10.整理組織

11.事務担当

12. 整理担当

群馬県土木部道路建設課・高崎土木事務所

財団法人

2000年（平成12) 4月1日～2000年 （平成12)8月31日

財団法人

赤山容造、能登

柳岡良宏、森下弘美、片岡徳雄、吉田恵子、並木綾子、今井もと子、内山佳子、若田

佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、狩野真子

小野和之、大沢

2002年（平成14) 4月1日～2003年 （平成15)3月31日

財団法人

吉田

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

健、相京健史、坂本敏夫、笠原秀樹、小山建夫、須田朋子、吉田有光、

務、小林 徹

群馬県埋蔵文化財調査事業団

豊、神保侑史、萩原利通、巾

理事長

理事長

小野宇三郎

誠、

小野宇三郎

隆之、西田健彦、植原恒夫、小山建夫、須田朋子、

田中賢一、高橋房雄、吉田有光、森下弘美、今井もと子、 内山佳子、若田

本間久美子、北原かおり、狩野真子

神谷佳明

誠、佐藤美佐子、

13. 報告書作成関係者

編集 神谷佳明 本文執筆 神谷佳明、高島英之（当事業団専門員） 遺物観察 神谷佳明

石器・石製品石材鑑定 飯島静男

写真撮影

整理補助

遺構 発掘調査担当 遺物写真撮影 佐藤元彦

長岡和恵、小久保トシ子、小菅優子、猪野熊洋子、中橋たみ子

遺物実測補助（スリースペース）田中富子、富沢スミ江、伊東博子、岸 弘子、田中精子、酒井史恵

遺物保存処理 関 邦一、土橋まり子、小材浩一

14.発掘調査、基礎整理作業は平成13年度に（主）地方道高崎渋川線改築（改良）工事に伴う埋蔵文化財発

掘調査に配属された事業団登録発掘調資作業員の方々に従事していただいた。本来なら本書にご芳名を

記載すべきところであるが紙面の都合上割愛させていただいた。

15. 発掘調査、本報告書作成にあたり多くの方々よりご指導、ご教授を得た。記して感謝の意を表す。

群馬県道路建設課、高崎土木事務所、群馬県教育委員会文化財保護課、文化課、前橋市教育委員会、群

馬町教育委員会、前橋市青梨子町自治会、群馬町金古自治会

16.記録図面、記録写真、出土遺物、その他記録類等は群馬県埋蔵文化財センターに保管している 。
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凡例

1.挿図中に使用した方位は座標北を表している。

2.本報告書で使用したテフラの略号は下記のとおりである 。

As-B 浅間山B軽石、 As-C 浅間山C軽石、

Hr-FA 榛名ニツ岳噴出火山灰、 Hr-FP 榛名ニッ岳噴出軽石

3.挿図中の遺構因縮尺は原則下記のとおりである。この他の縮尺を使用したときは個々に明示した。

竪穴住居 1/60、竪穴住居カマド 1 /30、土坑•井戸 1/40、溝 平面 ・断面個々に表示

4.挿図中の追物図は原則1/3であるが、大製品については1/4• 1/6、陶器小型品・石器・金属製品・銭

貨などの小型品については1/1• 1/2で掲載したものがある。原則以外の縮尺を使用した場合は遺物

No．の右側にその縮尺を明示した。

5.挿図中の遺構名称は全体図を除いて調査区名称を省略してある 。

6.挿図中のスクリーントーンは下記のとおりである。

平面 波線は攪乱を表示

断面斜線は礫を表示

7. 本報告書で使用した地形図は下記のとおりである。

国土地理院 地勢図「長野」・「宇都宮」 (1/200,000)

使用は昭和58年横山衡器製作所100周年記念調整図を使用。

地形図「前橋」 (1/25,000)

群馬町都市計画図 No. 3 • 4 • 7 • 8 (1/2,500) 都市計画図は縮尺を変更して使用している 。

8.遺構の面積はデジタルプラニメーターを使用して 3回計測した平均値である 。

9. 図版中の縮尺は任意である。

10.遺物観察中の計測値単位はcm、gである 。これ以外の単位については単位を記載した。
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1.調査に至る経緯

1図遺跡位置図 (1/200,000)

ー



I 調査の経緯

I 調査の経過

1.調査に至る経緯

（主）地方道高崎渋川線は高崎市から群馬郡群馬町、前橋市、北群馬郡吉岡町を通り渋川市を結ぶ県中央部

における南北方向の基幹的地方道である 。近年の交通量は著しい増加葦が見られ、この地域も例外でなく主

要道との交差点を中心に慢性的な渋滞を引き起こしている 。このため渋滞緩和のため新たにバイパスを建設

する計画が持ち上がった。バイパスは特に渋滞の激しい高崎市、群馬町部分を第 1期工事分として高崎市浜

尻町の国道17号線「大八木」交差点から前橋市青梨子町の現（主）地方道商崎渋川線「金古上宿」交差点まで

の8km間について建設を実施することになった。

建設に先立ち県教育委員会文化財保護課は埋蔵文化財の有無について協議を行ったところ高崎市浜尻町・

小八木町・正観寺町、群馬町菅谷・棟高・引間・冷水・西国分・金古、前橋市青梨子町で埋蔵文化財の存在

が確認され記録保存のための発掘調査を行う必要が認められた。埋蔵文化財の発掘調査は当初、群馬町教育

委員会が担当して実施したが平成 6年以降は財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が担当して実施した。

埋蔵文化財の発掘調査は昭和63年度に群馬町棟高の西言免社遺跡より実施され平成12年度に群馬町菅谷の

菅谷石塚遺跡、前橋市青梨子町の青梨子上屋敷遺跡で高崎市浜尻町 （区画整理とともに発掘調査を実施の予

定）、群馬町棟高の付随する工事力所（県道前橋・安中・富岡線、町道の拡幅）を除いて終了した。

（主）地方道高崎渋川線改築 （改良）工事に伴って実施された埋蔵文化財の発掘調査は以下の通りである 。

l表発掘調奔遺跡一覧

遺 跡 名 所在地 調 査 主 体 調査期間（年度） 報告書

小八木井野川 高崎市小八木町 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 HlO~11 2001 

小八木志志貝戸 高崎市小八木町 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 H9~11 1999~ 

2002 

正観寺西原 商崎市正観寺町 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 H9~10 1999 

2001 

菅谷石塚 群馬郡群馬町菅谷 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 Hll~12 2003他

西三免社 群馬郡群馬町棟高 群馬町教育委員会 S 63 1990 

小池 群馬郡群馬町引間 群馬町教育委員会 H2 1992 

諏訪西 群馬郡群馬町引間 群馬町教育委員会 H5 1995 

冷水村東 群馬郡群馬町冷水 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 H6 1998 

西国分新田 群馬郡群馬町西国分 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 H6 1998 

金古十三町 群馬郡群馬町金古 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 H7~ 9 1998 

前橋市青梨子町 H12 2003 

青梨子上屋敷 前橋市青梨子町 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 H12 2003 

群馬郡群馬町金古

調査期間のHは平成、 Sは昭和の略である 。
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1.調査に至る経緯

2図 遺跡調査区位置図（1/25,000)
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I 調査の経緯

2.調査の経過

青梨子上屋敷遺跡 遺跡は、前橋市の西端と群馬郡群馬町の北部との境界付近の前橋市青梨子町と群馬町大

字金古字北十三町に所在する。発掘調査地点は、平成 7年度に発掘調査を実施した金古北十三町遺跡14区 ・

15区の延長線状で市道を挟んで隣接している 。発 掘調査は、道路建設用地センター杭No.96以降と現主要地

方道高崎渋川線の拡幅部分で用地買収が完了した面積3.320m'が対象であった。 調 査 対 象 は 道 路 建 設 予 定 地

と現在使用されている道路の拡幅部分であり市道や人家出入り口が存在している 。 このため調査区の設定も

こうした現在使用 さ れ て い る 道 路 に あ わ せ て設定した。 その結果〇区、 I区から W区までの 5区画の調査区

を設定した。 なお、 0区は平成 7年度に実施した本事業金古北十三 町遺跡13区に隣接する未買収地である 。

発掘調査は諸準備等終了した2000年 4月23日より I区調査区から開始し 8月6日に調査区の発掘調査を終

了した。その後出土遺物や記録図面・写真などの基礎的整理や事務所の撤収を 8月31日 ま で に 行 い 本 年 度 予

定分について終了した。

金古北十三町遺跡16区 遺跡は群馬町の東北部 前 橋 市 と の 境 界 付 近 の 大 字 金 古 字 北 十 三 町 に 所 在 す る 。発掘

調査地点は平成七年度に発掘調査を実施した金古北十三町遺跡 1区西に隣接する地点である 。発掘調査は本

事業のバイパス本線から牛池川までの現主要地方道前橋箕郷線の南側拡幅部分である 。発掘調査は巾 4~6

m、全長110mほ ど の 細 長 い 範 囲550対が対象であった。発掘調査は諸準備の後2002年 5月14日より 6月3日

まで行った。

青梨子上屋敷追跡 ・金古北十三町追跡16区調査日誌 19日 N区追構掘削、北側部分全景写真撮影

青梨子上屋敷遺跡 25日 N区追構図測批

2000年 27R N区北側部分VI(As-C)思掘削

4月1日～21日 発掘調査禅備 28日 1V区北側部分珊層上面追構確認

22日 本日より発掘作業員出勤 8月1日 W区南側部分遺構閃測屈

23日 I区試掘坑設定、調査区方眼杭設慨設定 3日 行梨子上屋敷辿跡・金古北十三町辿跡16区基礎整理開始

24日 試掘調査開始 (~291::1) 

28日 I区重機による表土掘削開始 7日 調査区の埋め戻し開始

5月9日 I 区辿構確認、試掘坑写真撮影、断面 • 平面測屈 8日 N区2号土坑遺構因測址、写真撮影、 N区調査終了

10日 遺構確認、堀•井戸等一部逍構掘削 24日 調査区埋め戻し終了

11日 0区表土掘削、 I区遺構掘削 29日 器材搬出

26日 I区全娯写真撮影 （高所作業車にて） 30日 発掘調査区を県高崎士木事務所へ引き渡す

19日 I区北側試掘調査 8月31日 残りの器材等を搬出して発掘調査終了

6月5H O区追構確認、追構無し

6 l::l 0区土陪堆積状態等の調査 金古北十三町遺跡16区

ll1区表土掘削準備 2000年

7日 0区写真撮影 5月8日 周辺住民への挨拶

8日 旧区表土掘削 11日 排土四き場設置

13日 旧区調査区方眼杭設置 12日 安全柵設置

15日 I区航空写真撮影準備 14日 重機による表士揺削開始

Ill区辿構確認、遺構掘削 16日 遺構確認竪穴住居2軒検出

16日 I区・ 1ll区航空写真撮影 17日 1号住居床面検出、 2号住居埋没土掘削

19日 1ll区遺構図測益 22日 1号住居断面測輩等、 2号住居床面検出

20日 I 区 • []]区全体図測屈 (~29日） 23日 1号住居写真撮影・カマド調査

II区表土掘削、追構確認 2号住居断面測巌 ・カマド調査

22日 11区遺構掘削 24日 1号住居カマド調査、2号住居カマド調査

26日 1I区全漿写真撮影 25日 1号住居カマ ド調査他、 2号住居カマド調査

I区VI(As-C)陪下試掘調査 26日 調査区全禁写真撮影、住居カマド調査

27日 1I区調査区方眼杭設置 29日 住居カマド・掘方調査

7月3日 I区VJ(As-C)榜下遺構確訟 30日 住居掘方調査

7日 台風接近による対策 31日 住居掘方調査

10日 I区1号堀底面の掘削工具痕石秤型取り 6月1日 住居掘方写真撮影・測砒

11日 W区調査区設定等調査準iiij 2日埋め戻し

13日 W区重機による表上掘削 3日 安全柵撒去、調査終了

17日・ N区追構確認、調査区方眼杭設置
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II 
調査の方法

II 
調査の方法

1. 調査区の設定

調査区は青梨子上屋敷遺跡、金古

北十三町遺跡16区とも平成 7年度に

実施した金古北十三町遺跡の調査区

を使用した。

金古北十三町遺跡の調査区の設定

は周辺の発掘調査成果や隣接する地

点での発掘調査成果とあわせて検討

が行い易いように国家座標を基に設

定した。発掘調査は1995年（平成 7)

当時であることから旧日本測地系国

家座標を利用してある 。

基点は国家座標旧日本測地系1X系

X =45,000、Y = -73,700に設定し

た。各グリッドは 5m四方を 1単位

とした。グリッドは北方向へはアル

ファベットを用い、西方向へは算用

数字を用いた。北方向へのアルファ

ベットはAから Tまでを使用し100

mごとにまたAにもどることとした。

そのため100mごとに同一のアルファ

ベットが使用されるためアルファベッ

トの前に算用数字を付与して区別を

行った。西方向の算用数字には無限

大まで使用することとした。

調査区設定については上記の通り

であるが青梨子上屋敷遺跡調査区設

定を行ったとき委託測量業者がグリッ

ド呼称を誤り東西方向を20多く付与

している 。この間違いは後日、明ら

かになったため今までのものと混乱

を生じる可能性があるため誤記した

ものでそのまま使用した。よって金

古北十三町遺跡との照合の際には注

意をお願いしたい。

" 

• 一

" 
～→・ 

99 [ 

； 
l 

60 

0 I : 5000 200m 
' 1 , 

40 

4図 調査区設定図
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2.基本的土層

遺跡地内の基本的土層の堆積状態は地形的条件な

どで異なるが、原則は周辺地域と同様である 。その

違いは微高地では火山噴出物の堆積層が薄いため後

世の耕作などで残存が見られない点である 。

基本層序は次のとおりである。

I層は現在の耕作土である 。色調は地点によって多

少異なるが概ね灰色や黄色を帯びた褐色を呈してい

る。層位中には多量の浅間山 B軽石（以後As-Bと

略す）を多く含んでいるため比較的粘質のないサラ

サラした土質である 。

II層はAs-B降下後の中世から近世にかけての耕

作土である 。色調は I層と同様であるが層位中にA

s-Bを30~50％と多く含んでいる。

m層は1108年 （天仁元年）に浅間山が噴火した時

の火山噴出物であるAs-Bである。低地では軽石が1

0~20cmほど堆積しておりさらにその上位に灰褐色

を呈する火山灰が確認できる 。なお、微高地では後

世の耕作によって鋤き込まれてほとんど層位として

は確認できなかった。

w層は 6世紀初頭に榛名＝ツ岳が噴火した時の火

山噴出物である榛名ニツ岳火山灰 （以後Hr-FAと略

す）が多羅に鋤き込まれている土層である 。色調は

Hr-FAを多量に含むため灰色に近い。また層位中に

は5mm程度の白色軽石を含んでいる 。この軽石は 6

世紀前半に起きた二度目の榛名＝ッ岳が噴火したと

きの火山噴出物である榛名＝ツ岳軽石（以後Hr-FP

と略す）や 4世紀代に浅間山が噴火した時の火山噴

出物である浅間山C軽石 （以後As-Cと略す ）であ

る。

v層は 6世紀初頭に榛名ニツ岳が噴火した時の火

山噴出物であるHr-FAである。低地では 5~10cmほ

ど堆積している 。微高地では部分的に 2~5 cm程度

の堆積が確認されたが大部分は後世の耕作などによっ

て鋤き込まれほとんど層位としては確認できなかっ

2.基本的土層

土である。この層位は概ね20cmほどの堆積が確認で

きる。また、 II区ではAs-Cの含有量が50~70%と

非常に多い箇所が確認された。

V11層はやや粘土質の黒色土である 。層位内には含

有物がほとんど確認されない。層位下位では上位に

比較してやや淡い色調を呈している 。

VIII層は総社砂層と呼称されている灰白色のシルト

土である。この層位の堆積は非常に厚く下層のロ ー

ム土を確認できない。

I 

II 

III 

N 

V 

VI 

VII 

VIII 
ドー ＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

IX 

士層 基本土層堆積状況

5図碁本土層模式図

た。

VI層は 4世紀に起きた浅間山の噴火した時の火山

噴出物であるAs-Cが混入・鋤き込まれている黒色
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I11 追跡地の環境

I11 遺跡地の環境

1. 地理的環境

青梨子上屋敷遺跡・金古北十三町遺跡16区は、群

馬県の中央部に位置する前橋市・群馬郡群馬町に所

在する 。両遺跡は現在では僅かに痕跡を観察できる

谷地を挟んで隣接している 。なお、以前に発掘調査

を実施した金古北十三町遺跡では南端の牛池川から

青梨子上屋敷遺跡 I区に隣接する区間までを同一遺

跡として扱ったが13区以北は青梨子上屋敷遺跡と同

一微高地状に立地する。

遺跡は関東平野の西北端部、赤城山、妙義山と上

毛戸山の一つである榛名山の東南麓、利根川の支流

である牛池川と八幡川の間に立地する 。標高は青梨

子上屋敷遺跡が171~174m、金古北十言町遺跡16区

が159mである 。

榛名山東南麓は、その地形を見ると厨状地が発達

していることが解る 。遺跡地はこの扇状地の厨央に

立地している 。この扇状地は相馬ケ原扇状地と呼ば

れている 。相馬ケ原扇状地は火山山麓に形成された

裾野扇状地で形成に関わった河川は榛名火山帯に源

流を発する白川と午王頭川である 。相馬ケ原扇状地

の範囲は明確ではないが次のような範囲が示されて

いる。

扇頂は標高600m付近の白川と午王頭川で挟まれ

た榛東村上野原の山麓付近である 。

扇端は標高110m等高線。この付近は高崎市日高

遺跡で見られるような微高地をはじめとする自然堤

防状微高地が張り出しておりこの微高地を連ねた標

高110m付近である 。

閉側は南限が白川上流部から井野川のラインで井

野川の右岸は白川扇状地である 。北限は午王頭川か

ら駒寄川のラインである 。駒寄川の東側は前橋台地

である 。

祖馬ケ原扇状地の形成は比較的短時間でほぽ終了

し板鼻黄色軽石降下時 （1.3~1.4万年前）にはすで

に大部分が離水していたとされている。扇状地内は

多くの河川により浸食され扇状地面と河床面では 4

~5mの比高差をもつ。こうした河川は約 1km前後

の間隔で存在しており、これらの河川には扇側にあ

たる井野川、午王頭川や八幡川、牛池川、染谷川な

どがある 。

相馬ケ原扇状地の形成後に扇状地からは前橋台地

にかけて存在していた谷を洪水堆積物が埋戻し始め

ている 。この洪水堆積物は概ね灰色砂層で「総社砂

層」と呼ばれているものである 。この砂層は板鼻黄

色軽石と浅間 C軽石との間で確認され、砂層の上位

では縄文時代前期諸磯式から後期中期の称名寺式の

上器が出土している。こうしたことから この砂層の

形成は縄文早期頃から始まり前期から中期には部分

的に自然堤防が形成されている 。砂層の形成は、縄，

文前期から後期まで続いたとされている。

総社砂層の上位は基本土層で見られるように 4世

紀代の浅間C軽石 （As-C)、6世紀初頭の榛名ニ ッ

岳火山灰 (Hr-FA)、6世紀前半代の榛名ニ ッ岳軽

石 (Hr-FP)、1108年 （天仁元年）の浅間 B軽石

(As-B)などが見られる 。遺跡地は低地から微高地

に存在する 。微高地では後の耕作など（古墳時代か

ら現代まで）で攪拌され純堆積層が残存する範囲は

僅かであった。低地では榛名ニッ岳火山灰 (Hr-FA)、

浅間 B軽石（As-B)の純堆積層が確認されている 。

参考文献

早 田 勉 「 第 1章群馬県の 自然と風土」 「群馬煤史通史編 1原

始古代 1」群馬煤史編さん委員会 1990 

沢口宏 「第 1章地形 ・地質」 「群馬町誌賽料綱 4 自然J群

馬町誌編篠委員会 1995 
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I11 追跡地の環境

2.歴史的環境

遺跡地は、群馬県の中心都市である高崎市と前橋

市に隣接する群馬町の北部と前橋市の西端に位置し

ている 。群馬町南部の両市に接する地域では住宅建

設などの開発に伴う発掘調査も多く行われている。

北部ではまだ農村的要素が強いが農業の効率化に伴

う圃場整備、開発の影響による発掘調査が多く行わ

れている。こうした成果は多くの報告書によって公

表され、群馬町では発掘調査の成果をもとに町誌が

編集 ・刊行され地域史の解明を行っている。本項で

はこれらの資料をもとに周辺の遺跡について時代ご

とに記載する 。

縄文時代 遺跡地周辺地域では前項の地理的環境で

記載したように縄文時代前期以前は度重なる洪水に

より、居住するのには不向きな環境であったため遺

構 ・遺物の検出・ 出士は確認されていない。この地

域の縄文時代の遺跡は、他の時代に比べると数少な

い。こうしたなかでもっとも古い時期の遺跡 ・遺構

は上野国分僧寺 ・尼寺中間地域で検出された前期諸

磯C期の埋甕がある 。中期になると自然堤防による

微高地が発達し遺構 ・遺物を検出 ・出上する遺跡が

やや多くなる 。遺構がみつかっている遺跡は、上野

国分僧寺・ 尼寺中間地域から中期後半の集落、清里

長久保遺跡では中期後半から後期の竪穴住居、長久

保大畑遺跡では中期中葉の集落が見つかっている。

弥生時代 遺跡地周辺は水田耕作に適した小谷地が

存在していることから集落遺跡が急激に増加してい

る。集落の顕著な増加は弥生時代後期後半からであ

る。中期の集落は染谷川流域に位置する西三社免遺

跡、上野国分僧寺 ・尼寺中間地域、新保遺跡などだ

けでまだ少ない。また、後期前半の集落は井野川流

域の熊野堂遺跡、浜尻遺跡と新保遺跡などで見つかっ

ているだけで前段階と同様である 。この様相は後期

後半では一変している 。小八木志志貝戸遺跡では調

査区北側の 0区から 2区にかけて集落、墓域などが

見つかっている。正観寺遺跡群は環濠集落や方形周

溝墓が見つかり 、小八木 1遺跡でも集落が見つかっ

ている 。遺跡地南西の井野川流域では井出村東遺跡、

10 

熊野堂遺跡、雨壷遺跡などで多くの住居が見つかっ

ている。これらの集落遺跡では数軒単位のまとまり

がみられる 。こうした傾向は天王川の右岸の諸口遺

跡でもみることかができることからこの地域では後

期後半には広範囲に小規模な集落が多く存在してい

たようである。

遺跡地の周囲では南東に位置する上野国分僧寺 ・

尼寺中間地域から小規模集落、東に位置する下東西

遺跡で住居が見つかっている。

古墳時代 集落は弥生時代以上に増加の傾向が見ら

れる 。特に 5世紀から 6世紀にかけての集落の増加

には顕著なものがみられる 。特に群馬町西部に位置

する豪族居館が見つかったロッ寺 I遺跡の周辺に存

在する中林遺跡、井出村東遺跡、三ッ寺 II遺跡では

顕著である 。また、弥生時代から継続する熊野堂遺

跡などでもこの時期に住居軒数が飛躍的に増加して

いる 。こうした背景には三ッ寺 I遺跡の豪族居館に

代表される豪族層の存在がある 。そして新たに北谷

遺跡においても三ッ寺 I遺跡と同様の堀や形状をも

ち堀内側を高く盛り土した豪族居館が見つかってい

る。この北谷遺跡に隣接する冷水村東遺跡では 5世

紀代に新たに集落が発生している 。この地域はこう

した居館の豪族層に支配され農地拡大のために大規

模な開発が行われた地域であると考えられる。この

豪族層を経済的に支えた水田や畠は周辺地域で見つ

かっている 。水田は古墳時代初頭の浅間山 C軽石

(As-C)、6世紀初頭の榛名＝ツ岳火山灰 (Hr-FA)、

榛名ニツ岳軽石 (Hr-FP)などで埋没したものが北

原遺跡、冷水村東遺跡、菅谷石塚遺跡など多くの遺

跡から見つかっている 。このほか水辺で行われた祭

祀と想定される遺構が冷水村東遺跡で見つかってい

る。しかし、三ッ寺 I遺跡や北谷遺跡でみられる繁

栄も榛名山ニッ岳の 2度の噴火や噴火後に発生 した

土石流による生産地の埋没によって広範囲で経済的

基盤を失いその後は同様な繁栄はみられない。これ

に変わって勢力を増大させたのが総社古墳群に被葬

された首長層である 。この首長層は上毛野を代表す

る氏族である上毛野氏と想定されている。この地域



では大規模な古墳群だけでなく「放光寺」と称され

たと推定される寺院である山王廃寺が存在する。山

王廃寺は金堂、塔をもつ大規模な古代寺院である 。

しかし、周辺の遺跡では 7世紀後半以降の大規模集

落は国分境遺跡、下東西遺跡、熊野谷遺跡など見つ

かっているが総社古墳群が造営されはじめたころの

集落は少なく、総社古墳群に被葬された豪族を支え

た経済基盤については今後の課題である。

遺跡地周囲での古墳は北側から西側にかけてに多

く存在している。これらの古墳には諏訪古墳、庚申

山古墳群、西側で愛宕山古墳、諏訪古墳群、寺屋敷

古墳群 ・鶴巻古墳群、如来古墳群などが見られる。

南側に北寝保古墳群、東窪 1号墳が存在する 。これ

らの古墳はみな後期の小規模な円墳である 。

飛鳥・ 奈良•平安時代 遺跡地は推定国府の北西に

あたり、古代律令制の郡郷制では 「上野国群馬郡群

馬郷」に編成されていたと推定される 。遺跡の東に

は国府の他、国分僧寺・尼寺、山王廃寺など古代上

野国における中枢地域が存在する。こうした中枢施

設の周囲にはこうした施設を維持するための大規模

な集落が多く見つかっている 。こうした集落に鳥羽

遺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、国分境遺跡、

北原遺跡、後疋間遺跡、西国府六ツ割遺跡、西国府

遺跡、熊野谷遺跡などがある。また、中枢施設の北

側、八幡川左岸では集落遺跡とともに 7世紀末から

8世紀初頭の豪族・ 富豪層の居宅が見つかっている。

居宅は下東西遺跡、下東西清水上遺跡にまたがって

見つかっており、下東西遺跡では区画溝、柵で囲ま

れた内部に大型の掘立柱建物群が存在し、区画溝内

部からは居宅で使用された大鼠の食膳具や円面硯な

どが出土している 。

本遺跡地周囲では前出の遺跡のような住居が密集

した状態の集落は見つかっていない。集落は青梨子

金古境遺跡や金古北十三町遺跡の牛池川よりと冷水

村東、西国分新田遣跡で見つかっているが小規模な

ものである 。

生産遺構は冷水村東遺跡から西国分新田遺跡にか

けてAs-Bで埋没した水田が見つかっている 。 また、

2.歴史的環境

西国分新田遺跡では同じく As-Bで埋没した大規模

な溝が見つかっており水田を開発するための大規模

な用水路が開削されていたとみられる 。これらのA

s-B層下水田やAs-Bで埋没した水路の開発・開削は

平安時代中頃、大規模に行われたと考えられる 。

中 世 鎌倉時代の様相は若干の文献は存在するが

不明な点が多い。室町時代には国府を中心に上杉氏

の守護代として入部した長尾氏が勢力を広げている。

その居城が国府地に造られた蒼海城である。戦国時

代では箕輪城を基点とした長野氏の勢力下に入って

いる 。遺跡地周辺ではこうした領主配下の武将の館

や砦が存在している。こうした館や砦に青梨子砦跡、

桧田城跡がある 。発掘調査でも今まで知られていな

かった館が下東西清水上遺跡や上野国分僧寺 ・尼寺

中間地域で見つかっている。また、金古北十三町遺

跡 4区や15区（青梨子上屋敷遺跡 I区に続く堀）で

も堀や道路跡が見つかっている 。

参考文献 （周辺遺跡表で掲載した文献は除いてある ）

群馬県史編さん委貝会「群馬県史 通史編 1• 2」群馬県 1991 

群馬町誌 「群馬町誌貨料編 原始古代・中世」群篤町誌刊行委

貝会 1999 

群馬町誌 「群馬町誌通史編 原始古代中世 ・近世」群馬町誌刊

行委員会 2001 

「群馬県の中世城館跡」群馬県教育委貝会 1988 

「群馬町の辿跡」群馬町教育委員会 1986 

「冷水村東辿跡 ・西国分新田追跡 ・金古北十三町迫跡」（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団 1998 

「上野国分僧寺・尼寺中間地域」（ 1)-(8)（財）群馬県埋蔵文化

財調査事業団 1986~1992 

「烏羽追跡」（ 1)-(6)（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1986~

1992 

「井出村東辿跡」群馬町教育委貝会 1983 

「三ッ寺 I追跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1988 

「：：：：ッ寺1]遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1991 

「熊野堂遺跡」（ 1)・（2)（財）群馬県埋蔵文化財調資事業団 1984 • 

1990 

「小八木志志貝戸遺跡」 1~4 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

1999~2002 

「正観寺遺跡群」(I)~(W)商崎市教育委員会 1979~1982 

「西三免杜辿跡」群馬町教育委員会 1990 

「諸口追餅」 I• ID群馬町教育委員会 1984 • 1985 

「山王廃寺跡発掘調査概報」前橋市教育委員会 1976~1982 

「清里長久保遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1986 

「長久保大畑追跡・新田入口追跡」 （財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団 2000 
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III 遺跡地の環境

2表 周辺遺跡一覧表

No.遠跡名 所在地 時代 遺 構 遺 物 文 献 発 行 者 発行 価 考

l 青梨子金古境 前橋市青梨子町 古墳 生産／畠 宵梨子金古境遺跡 県央第一•水道遺跡調査会 1995 金古北十二町遺跡

平安 躾落／住居 土師器須也器 l ~ 3区船落と同

灰釉陶器 ・緑釉 一果浴か

陶器 ・羽口

2 熊野谷 前惟市青梨子町 縄文 焦落／住屈 早期 ・加着利E 熊野谷遺跡熊野谷遺 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1989 

～称名寺 I 跡 0.m遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1991 

平安 集落／住居 土師器須也器

灰釉陶器 ・緑釉

陶器

3 柳原 前橋市青梨子町 奈良ア 集落／仕居 土師器須恵器 消里南部遺跡群(III) 前橋市教育委貝会 1981 
、久ふ。 灰釉陶器鈴帯

4 松ノ木 前橋市青梨子町 奈良平 集落／住居 上師器 ・須恵器 ・ 清里南部遺跡群(ID) 前橋市教育委員会 1981 

安 灰釉陶器 ・鉤帯

5 中島 則橋市青梨子町 奈良平 巣落／住居 土師器・須恵器 ・ 中島遺跡 前橋市教育委員会 1981 

r 女 施釉陶器 ・□彩 ・

鈴帯

6 薬師前 前橋市青梨子町 奈良平 渠落／仕居 土師器 ・須恵器 富田遺跡群 ・西大室 前橋市教育委員会 1981 

安 遺跡・清里南部遥跡甜

7 清水上 前橋市古梨子町 奈良半安 集落／住居

8 下東西 • 清水 前橋市h梨f町 奈良平 集落 ・居宅／ 上師器・須恵器・ 下東西清水上遺悦 聞群馬梨埋蔵文化財調査事業団 1998 下東西遺跡、清水

t. 安 掘立柱建物・ 施釉陶器 ・銅銑 上迅跡と同一追跡

住居溝

9 下束西 前橋市h梨子町 弥生 集落／住居 弥生土器 富田遺趾群西人室 前橋市教育委員会 1980 

占墳 集落／住居 土師器 遺跡・清里南部逍跡

奈良平 集落居宅／掘 上師器須恵器 群下東西逍跡

安 立柱建物住居 円面硯 閲群馬児埋蔵文化財調査事業団 1987 

10 北原 群馬町大字北原 古項 生産／水田 土師器 北原遺趾 群烏町教育委員会 1986 

奈良 • 平 集落／件居 ・ 土師器・須恵器 ・

安 掘立柱建物 灰釉陶器

11 北原村東 群馬町大字北原 古墳 溝 町内遺跡N 群馬町教育委員会 1996 

平安 生産／B水田

l2 国分境 群馬町大字西国分 古墳 奥落／住居 上師器、須恵器 固分境遺跳 闘群馬煤埋威文化財調査事業団 1990 

奈良 乎 梨落／仕屈 土師器須恵器 国分境 じ退跡 群馬町教育委員会 1991 

安 施釉陶器 国分境 旧遺跡 群馬町教育委員会 1993 

国分境w逍跡 群馬町教育委員会 1996 

13 西国分新田 群馬町大宇西国分 占瑣 生産／畠 冷水村東遺跡 ・西国 咀）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1998 

平安 集落／仕居 十 師 器 須恵器 分新田逍跡・令古北

生産／B水田 十三町遺跡

14 冷水村東 群馬町）＄字冷水 古墳 生産／FA水田、 十師器須恵器 冷水村束選跡 ・西国 翻群馬県埋蔵文化財調脊事業団 1998 

集落／住居 分新田遺跡 ・金古北

奈良 • 平 躾落／住居、生 土師器 ・碩恵 十三町逍跡

安 産／B水田 ・畠 器 ・鉄器（鋸等）

15 北谷 群馬町大字引間 古墳 豪族居館 群馬町北谷遠跡現地 群馬町 群馬町教育委員会 2002 ニソ寺 I遺跡と同

説明会資料 様の屈館

16 西国分入ツ割 群馬町大字西匡分 古瑣 生産／畠 西国分六ツ割逍跡 群馬町教育委員会 1997 

字六ツ割 奈良 • 平 集落／住居 上師器 ・須恵器

安 金銅製金具 ・銅

製鈴帯巡方

中世 溝

17 西国分 群馬町大字西卦分 ・ 古瑣 生産／畠 上師器須恵器 西匡分 I遺跡 群馬町教育委貝会 1989 

弓I間 平安 槃落／仕屈 十．師器須恵器・ 西国分逍跡群 群馬町教育委員会 1990 

鉄器 西国分□遺跡

中世 館／堀 ・竪穴 石製品

遺構 ・墓坑

18 後疋間 群馬町大字後疋間 古墳 染落／仕居 七 師 器 須恵器 後疋間遺跡(1) 群馬町教育委員会 1986 

字薬師前北 奈良平安 税落／住居 土師器 ・須恵器 後疋間遺跡(2) 群馬町教育委員会 1987 

中世 井戸 カワラケ ・軟質 後疋間逍跡(3) 群馬町教育委貝会 1988 

陶器

19 上野国分寺 群馬町大字引間 奈良 • 平 寺院 瓦 ・金属器 ＿L 史跡上野国分寺粒 群馬県教育委員会 1989 

東国分 安 師器 ・須恵器

20 」野国分1着寺 ・ 群馬町大字東国分 縄文 躾落／住居 縄文土器石器 上野国分僧寺尼寺 曲群馬県埋蔵文化財調査事業団 1986 

尼寺中間地域 弥生 集落／住居 弥生土器 中間地域Ill~(8)

古墳 梨落／仕屈 土師器 ・須恵器 1992 

奈良平 集落1也／住居 土師器須恵器

安 掘立柱建物 施釉陶器 ・瓦他

中世 館墓域／堀 陶磁器他

墓坑他

21 面訪西 群馬町大字引間字 古墳中期 住居 ・畠 上師器 諏訪西遺跳 群胴町教育委貝会 1995 

諏訪西 奈良平 集落／住居 士師器 ・須恵器 ・

安 灰釉陶器

22 小池 群馬町大字引間 古墳 生産／FA水田 小池遺跡 群馬町教育委員会 1992 

奈良 ・半安 集落／住居 土師器 ・須恵器

23 引間小池 群馬町大字引間 古瑣 溝 上師器 引間小池遺跡 足門前橋線引間小池遺跡調査会
2000 

近世 井戸 陶磁器

24 引間青木Il 群馬町大字引間 平安 住居 土師器 引間小池遺跡 足門前橋線引間小池瑣跡調査会 2000 

25 北寝保窪俎跡 群馬町大字棟祖 古墳 古墳 土師器須も器 町内遺跡 I 群馬町教育委貝会 1993 

刀 ・鏃 ・金環 群馬町誌資料編 l原 群馬町誌刊行委員会 1998 

始古代・中世

26 寺圧敷古墳群 群馬町大字足門 古墳 古墳群 土師器須を器 寺屋敷 I・蓋鶴巻 群馬町教育委員会 1991 寺屋数、蓋、餞巻1こ

鉄器 逍跡寺屋敷rr 群馬町教育委貝会 1991 分割倫名されている

が同一古培群である。
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IV 青梨子上屋敷逍跡の逍構と追物

N 青梨子上屋敷遺跡の遺構と遺物

1.概要

青梨子上屋敷遺跡は牛池川と蟹沢川に挟まれた微

高地に立地している。この両河川の間には現在では

僅かに痕跡を留めるだけになってしまっているが古

代には小規模な谷地が存在していた。また、遺跡地

の北側には現在用水路化している小河川が存在して

いる。青梨子上屋敷遺跡はこの埋没谷地の北側、小

河川の南側に位置している。

今回の青梨子上屋敷遺跡の発掘調査は I区からW

区にわたる 4調査区で竪穴住居 2軒、堀、溝、道路、

列石、井戸、土坑などの遺構を検出し、縄文時代か

ら近代にいたる遺物の出土が見られた。こうした遺

構 ・遺物は主に I区からの出上で他の調査区である

II区、1II区、 W区とも土坑・溝などが若干出土する

程度であった。

遺構の時代・時期は竪穴住居が奈良時代後半、堀・

溝が中世、道路 ・井戸は近世から近代、土坑は古代

から近代にいたるものまで幅広く見られたが全体的

には中世以降のものが主体であった。

以前に同事業で調査した金古北十三町遺跡は調査

の都合上南から順次調脊区を設定したが今回調査し

た青梨子上屋敷遺跡 I区と金古北十三町遺跡15区と

は隣接しており、さらに同一の堀が両調査区で検出

されていることから同一の遺跡であると言える。

金古北十三町遺跡15区の調査では13図のように竪

穴住居 1軒、堀、溝、道路などの遺構が検出されて

いる 。これらの遺構は竪穴住居が9世紀第 1四半期、

堀は中世、 道路は近世に比定されている 。このうち

堀や道路は青梨子上屋敷遺跡 I区にかけて延びてい

る。また、南に位置する金古北十三町遺跡13区では

近世の遺構が検出されただけであった。東に位置す

る11区・ 12区で検出された遺構は溝と土坑が僅に検

出されただけであったことから畠などの耕作地とし

てしか土地利用が行われない地域であったようであ

る。こうした様相から青梨子上屋敷遺跡と金古北十

三町遺跡との境は本来なら金古北十三町遺跡11区・

14 

12区あたりに設定した方が適切であった。なお、現

在の行政区分も金古北十三町遺跡15区と青梨子上屋

敷遺跡 I区の南側を通る道路が境界となっている 。

遺物は縄文時代の土器、石器、奈良 • 平安時代の

土師器、須恵器、近世 ・近代の土器、陶器、石器、

石製品、金属器、金属製品などが出土している。出

土遺物の割合は近世・近代のものが大部分を占めて

いる 。

遺物の中でもっとも特徴的なものは I区2号住居

から出土した墨書された土師器杯である。この土師

器杯は 8世紀第 4四半期に比定される一般的な土器

である 。しかし、墨書は今までの県内の出土例から

見ると特異なものである 。県内の墨書上器の多くが

1字ないしは 2字墨書されているだけであるのに対

して I区2号住居の墨書は細かな文字で多くの人名

などが墨書されていた。内容についてはW章の高島

英之氏の考察で検討されているので参照していただ

きたい。

近世 ・近代の遺物はこの地域が三国街道の宿場街

「金古宿」として繁栄していたときのものと見られ

る。金古宿については南雲栄治氏や飯森康広氏によっ

て検討が行われているが資料が少なくまだ不明な点

が多いようである 。今回の出土遺物は今後のこの地

域史研究の素材となりえると思われる 。
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と追物

2.竪穴住居

I区 1号住居

本住居は I区調査区中程の 9Q~R-98• 99グリッ

ドに位置する 。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。残存状態は東辺の壁上半とカマド前部を攪乱で

欠く以外は比較的良好である。形態は南北に長い長

方形を呈す。規模は長軸3.96m、短軸3.42m、北辺

3.20m、東辺3.86m、南辺3.30m、西辺3.81m、床

面積10.1対を測る 。主軸方位はN-83°-Eを指す。

壁高は北辺61~64cm、東辺37cm、南辺61~63cm、

西辺56~63cmで平均55cmを残す。

内部施設は貯蔵穴と周溝が見つかっている。貯蔵

穴は東南角隅に位置し、形態は円形で規模が径53X

52cm、深度が11cmである。周溝は北辺中程から西側、

西辺、南辺の貯蔵穴手前の西側で検出した。規模は

北辺が幅16cm前後、深度 3~5 cm、西辺が幅14~26

cm、深度 6~10cm、南辺が幅20cm、深度 3cmである。

床面は地山をそのまま踏み固めて使用している。

——=• El 
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c' 

B' 

c' 

カマドは東辺中程よりやや南よりに位置する。残

存状態はカマド上部や煙道部を攪乱で欠き、天井部

は崩落、両袖とも手前側を欠く 。規模は全長79cm、

幅85cm、燃焼部長75cm、右袖幅25cm、左袖長20cmで

カマド自体は壁外に28cm延びる 。カマド掘方は燃焼

部前部と両袖下に円形で小規模な落ち込みが確眩さ

れた。これらの落ち込みば燃焼部のものが甕を支え

た支柱用の礫や袖の補強用に用いられた礫を据え付

けたさいのものと見られる。

埋没状態は周囲から土砂が流れ込んだレンズ状の

堆積が観察できることから廃棄後自然に埋没したと

推察される。

遺物はカマド前部と住居南半に集中した出土が見

られた。 2と3の土師器杯は床面、 4の土師器杯、

6の須恵器杯蓋はカマド、 8の土師器甕はカマドと

貯蔵穴から出土している 。

本住居の年代は出土遺物から 8世紀第 4四半期に

比定される 。

I区 1号住居

吋 1 黒褐色土 Hr-FAブロ ック 、As-Cを
多く含む。

2 黒褐色士 lと同質である、 Hr-FA

プロソクを多く含む。
3 累褐色土 Hr-FAブロック 、As-Cを

! I ¥If..,,. 

少屈含む。
4 黒褐色土 3に近似。黒色土のブロッ

クを含む。
5 黒褐色土 Hr-FAプロソク、 V1II小プ

ロックを少屈含む。

c 
6 暗褐色土 As-Cを少屈含む、やや黒

味を帯びる。
7 黄褐色土 ¥1llプロ ックを主体とする。
8 黄褐色土 珊ブロックを主体とし、 7

と比してプロックは少ない。
9 黄褐色土 V1IIプロック を主体とする。
10 灰褐色士 As-C多く、黄褐色土ブロッ

クを若干含む。非常に締ま
りがある。

吋
I区 1号住居貯蔵穴

1 黒褐色土 炭化物を若干と

D D' 
V111粒子を含む。

-- 2 暗褐色土 V11l小プロ ックを

2:  

含む。
3 灰色土 粘土プロック。

゜
I 60 lm 

L =127 70m 

14図 I区 1号住居遺構因（ 1)



2.竪穴住居
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I区 1号住居カマド

1 暗褐色土 As-Cを少悶含む。焼土粒、炭化物混入。

2 暗褐色土 1に近似。

3 赤褐色上 焼土。

4 黒褐色土 焼土プロック、炭、灰の混合土。

5 暗黄褐色土灰、炭の混合土。焼土を若干含む。

6 黄褐色土 粘土プロックと焼土、ごく少兄の炭を含む、（袖部の崩落土）。

7 灰黒色土 灰を多罷とごく少茄の焼土粒を含む。

8 灰里色土 灰、炭化物およびVIIIプロックを含む。

9 灰褐色土 粘土。
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15図 I区 1号住居 遺構図 (2) ・遺物図
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と遺物

I区 1号住居 PL 16 

造物 種類 出土位置
計測値

No. 器種 残存率

1 土師器 +10 口径120 底径 96 

杯 ほぽ完形 器庫 29

2 土帥器 床直、＋13 口径130 底径106 

杯 2/3 器高 30

3 土師器 床直 口径128 底径 98

杯 1 /8 器高(27) 

4 土師器 カマド 口径128 底径 98
杯 l/8 器高(25) 

5 黒色土器 +5 口径 150 

杯盗 口縁部片

6 須恵器 カマド 口径132 摘径 32 

杯蓋 2/3 器高 29 

7 須恵器 +25、30 口径116 底径 62 

杯身 完形 器高 45 

8 土師器 カマド、貯蔵 口径205 底径 45

甕 穴 3/4 器高300 胴径272 ， 土師器 +5、6 底径 102 
羽ゃ籍 底部

I区 2号住居

胎土／焼成／

色調 （石材）

細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

細砂粒／良好／

明赤褐色

細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

細砂粒／良好／

明赤褐色

微砂粒／酸化焔

／にぶい褐色

粗砂粒／遥元焔

／灰白色

粗砂粒／遠元焔

／灰白色

細砂粒／良好／

赤褐色

細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

本住居は I区調査区東よりの 90~P-92 • 93グ

リッドに位置している。他遺構との重複関係は確認

されなかった。残存状態は掘り込み面などを確認す

ることはできないが平面上では欠損部分もなく比較

的良好であった。形態は南北に長い長方形を呈す。

規模は長軸3.48m、短軸2.60m、北辺2.20m、東辺

3.46m、南辺2.22m、西辺3.10m、床面積7.29m'を

測る。主軸方位はN-78° -Eを指す。

壁高は北壁44~49cm、東壁45~49cm、南壁45~48

cm、西壁42~47cmで平均46cmを残す。

内部施設は貯蔵穴が見つかっている。貯蔵穴は東

南角に位置し、形態は楕円形を呈し、規模は径48X

42cm、深度21cmである。床面はW層土、VI層土を入

れて踏み固めている 。

カマドは東辺南寄りに位置する。残存状態は天井

部が崩落し、両袖とも手前側を欠くが燃焼部に甕を

支えた支柱用の礫がそのまま残っているなど比較的

良好である。規模は全長85cm、幅78cm、燃焼部長60

cm、右袖幅20cm、左袖幅21cm、煙道残存長10cmでカ

マド自体はほとんど壁外に存在している。カマドは

両袖に幅 ・厚さ15cm、長さ35cmほどに細長く切り出

された凝灰岩を補強で使用している。また、天井部

にも袖を渡すように細長く切り 出された凝灰岩を補

強に使用しているが、住居廃棄の際カマドは破壊さ

れたためか天井部補強の礫は大きく割れた状態であった。

22 

成整形の特徴 摘 要

口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部手持ちヘラ削

り。

口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部手持ちヘラ削 外面底部に

り。 「家」の墨書。

口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部手持ちヘラ削

り。

口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部手持ちヘラ削

り。

内而黒色処理。ロクロ整形、回転右回り 。天井部

中程回転ヘラ削り 。内面ヘラ磨き 。

ロクロ整形、回転右回り。摘貼付。天井部中程回

転ヘラ削り。

ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り 。

胴部内面に輪積み痕が残る。口縁部横ナデ、胴部斜

め方向ヘラ削り、底部ヘラ削り 。内面胴部ヘラナデ。

胴部下位横方向ヘラ削り、底部不定方向ヘラ削り。

内面ヘラナデ。

掘方は中央部に楕円形と不整形の浅い落ち込みが

見られた。楕円形の落ち込みは規模が径82X64cm、

深度22cm、不整形の落ち込みは長軸80cm、短軸60cm、

深度15cmで遺物の出土は見られなかった。

埋没状態は周囲から土砂が流れ込んだレンズ状の

堆積が観察できることから住居廃棄後自然に埋没し

たと推察される。

遺物は 1の墨書された土師器杯がカマド前部の床

面に細かく打ち欠かれた状態、 2の土師器杯、 9の

須恵器甕は床面、 3~ 5の土師器杯、 6 • 7の須恵

器杯蓋はカマドから出士している。

本住居の年代は出土遺物から 8世紀第 4四半期に

比定される 。

I区2号住居

l 暗褐色土 As-C、Hr-FAブロックを少量含む。

2 暗褐色土 1に近似。VIブロックを含む。

3 灰褐色土 粘土、灰、焼土の混土で締まりがある。

4 黒褐色土 As-C、Hr-FAブロックを含む。

5 灰黒色土 VIプロック、粘士小プロックを滉入し、締まりがある。

6 黒褐色土 粘質土、 VIIIを多く含む。

7 暗褐色土 VIIIブロック、 VIプロックの混合土。（貼床土）

8 暗褐色土 7に似るが締まり弱い。

9 灰褐色土 灰褐色粘土を多くと褐色礫（軟質）を含む。

10 暗褐色土 VIIIを主体とし、黒色土が混入。

11 暗黒褐色土 黒色土プロックを含む。

I区2号住居貯蔵穴

1暗褐色土 里色土ブロック、黄褐色上ブロソクを含む。

I区 2号住居カマド

1 灰褐色土 粘土を主体としHr-FAプロックを含む。

2 灰褐色士 粘土、 Hr-FAブロック、焼土を若干含む。

3 暗褐色土 2に近似。焼土ブロックを多く含む。

4 黒褐色土 焼土を若干含む灰陪。

5 灰褐色土 1に近似、焼土を若干含む。

6 橙褐色土 焼土塊を多く含む。

7 赤茶褐色土 焼土、黒色土ブロソク、粘土小塊を若千含む。
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と造物
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17図 I区2号住居遺物図 (2)

I区2号住居 PL 16 

逍物 種 類 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器種 残存率 色調 （石材）

1 士師器 床直 口径128 底径 8.0 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。 外面旦縁訊、底昴

杯 3/4 器島 30 にぶい赤褐色 に墨瞥0 ¥11章参照。

2 土師器 床直、貯蔵穴 口径122 底径 88 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 完形 器高 31 にぶい褐色

3 土師器 カマド 口径118 底径 90 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 1/8 器高(32) 明赤褐色

4 土師器 毅土中 口径118 底径 90 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 l/8 器高(30) にぶい橙色

5 土師器 カマド 口径118 底径 90 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 1/6 器高(31) 橙色

6 須恵器 カマド 口径148 摘径 32 細砂粒／盗冗焔 ロクロ整形、回転右回り 。摘貼付。天井部中程は

杯蓋 3/4 器高 39 ／灰色 回転ヘラ削り 。

7 須恵器 カマド 口径172 摘径 33 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り 。天井部切り離し技法は

杯蓋 完形 器高 41 ／にぶい褐色 回転糸切り 。摘貼付。天井部中程は回転ヘラ削り 。

8 灰釉陶器 床直 細砂粒・黒色粒／ ロクロ整形、回転右回りか。胴部下半は回転ヘラ

長頸壷 胴部片 還元焔／灰白色 削り 。施釉は胴部J:.半のみ。， 須恵器 床直 頸部径(12.2) 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。胴部下半は回転ヘラ

甕 胴部片 ／灰色 削り 。

3.堀・ 溝

I区 1号堀

本堀は調査区の南側、 90~9R-90~107グリッ

ドに位置する 。なお、本堀は1995年度に調査を実施

した金古北十言町遺跡15区 1号堀と同一の遺構であ

る。他遺構との重複関係は 3号溝と 1号道と重複す

る。新旧関係は本遺構の方が新しい。残存状態は調

査した範囲では良好である。平面形態はほぽ同一の

幅で直線状を呈し、断面形態は調査区東側は比較的

良好な箱薬研であるが西側は崩落のためか崩れた形

態を呈する。なお、 1995年度の調奔区では大きく崩

れて半円状を呈している 。規模は調査区内の全長91

m、遺構確認面での幅2.20~2.50m、底面幅0.8m前

後、深度0.95~1.10mを測る 。なお、全長は1995年

度の金古北十三町遺跡14区で検出されている部分を

加えると 112mを測る 。堀の走行は東西方向で方位

24 



3.堀・溝

はN-80°-Wを指す。底面はほぽ平坦で西から東へ地形と同様の

緩やかな傾斜であるが内部を水が流れた痕跡は観察されないことか

ら空堀状の状態であったと推定される 。埋没状態はレンズ状の堆積

が観察できることから自然埋没であるが堀掘削時の排出土を片側へ

土累状に積み込んだものが流入した様子は観察できなかった。また、

埋没土は下部にW層に近い黒色土、上部にHr-FAが混入した灰褐色

土が堆積している 。遺物は陶器皿、軟質陶器焙烙 ・鍋、石製品石臼 ・

環状品・砥石などが出土している。

この堀の西側延長線上に位置する Ill区や1995年度の調査区では同

ーの堀が存在していないことなどから、西は現高崎渋川線路線内で

走行を北方向に変えると予想され北側に展開する館等の施設を区画

する堀と推定される 。そして 2号堀、 3号堀は 1号堀と直角の位置

関係に位置することから同時期の可能性が想定される 。

才

,。 —\()8+

A 
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A A' 
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B B' 9Pー109

c' 

9 8 

c
 

c' 

D
 

I区1号堀

1 黒色土

2 黒色土

3 黒色土

4 黒色士

5 暗黄褐色土

6 暗黄褐色土

7 暗黄褐色土

8 暗黄褐色土

9 暗黄褐色土

As-B多く混入。やや灰色を呈す。

1に類似。締まりあり 。

As-B、Hr-FAブロックを若干混入。

VIIIの崩蕗土。

Hr-FAブロックを多く混入。

若干のHr-FA、As-Bを含む。

6と同質であるが、やや黒味を帯びる。

VIIIプロソクを含む。

VIIIプロソク、砂粒土が混入。

18図 I区 1号堀遺構図
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3.堀・溝

10 

20図 I区1号堀遺物図 (2)

I区1号堀 p L17 
辿物 種類 出土位置

計測値
胎土／焼成／

No. 器種 残存率 色調 （石材）

1 灰釉陶器 埋没土中 口径126 底径 84 水簸／遠元焔／

皿 1/4 器高 30 台径 72 灰色

2 軟質陶器 埋没土中 口径 48 底径(40) 微砂粒／酸化焔

短頸壷 l/2 器高(70) ／橙色

3 軟質陶器 埋没土中 口径342 底径306 微砂粒／酸化焔

焙烙 縁部片 器高 54 ／黄褐色

4 軟質陶器 微砂粒／酸化焔

内耳鍋 口縁部片 ／黄褐色

5 軟質陶器 埋没土中 微砂粒／酸化焔

火鉢 脚部 ／灰黄色

6 石製品 埋没土中 長(55)幅 33 砥沢石

砥石 l/2 ／厚 19 重547 

7 石製品 埋没土中 長123 幅 3.9 流紋岩

砥石 完形 厚 23 煎161

8 石製品 埋没土中 厚 80重55kg 粗粒輝石安山岩

石臼 上臼l/4

9 石製品 埋没土中 厚133重97kg 粗粒輝石安山岩

石臼 下臼1/4

10 石製品 埋没土中 幅 154厚 94 粗粒輝石安山岩

環状 l/2 璽142kg 

11 銭貨 埋没土中 径25孔06厚01 

渡来銭 完形 重29 

12 銭貨 埋没土中 径25孔06厚01 

日本銭 完形 重34 

I区2号堀

本堀は調査区の中程 9p~9 R -96 • 97グリッド

に位置する 。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。残存状態は比較的良好であるが調査区北側に延

びるため全貌は不明である 。平面形態は若干の振幅

は見られるがほぼ直線状である。断面形態は北端部

は箱薬研状を呈するが中程は東側に幅20cmほどの段

を有している 。規模は全長8.40m、確認面での幅

1.14~1.50m、底面幅0.47~0.50m、深度0.50~0.60

成整形の特徴 摘 要

ロクロ整形、回転方向不明。高台は削り出し。内面 美濃焼17C.

底部にトチン痕。内外面に施釉、高台畳付は剥離。 代か

ロクロ整形、同転右回り 。

ロクロ整形、回転方向不明。内耳部分は接合時の

指押さえ痕が残る。

ロクロ整形、回転方向不明。内耳は接合。

脚部部分はナデ。端部中央に径04cm、深45cmの

小孔有り。

上部側面は未使用。

上下面とも非常に使い込んでいる。側面は左が若

干使用、右は未使用。

磨り面は磨耗が激しく尉り溝も僅かに残る程度で

ある。

擦り面は歴耗が激しく磨り溝も明確ではない。下

面の調整は凹凸の残る状態である。

全体的に棺り込んでいる。

銭種「祥符冗宝」

銭種「窃永通宝」一文銭。

mを測る。堀の走行は南北方向で方位は N-18° ―

Eを指す。底面はほぼ平坦で北から南へかけて緩や

かな傾斜であるが内部を水が流れた様子は観察され

ないことから空堀状の状態であったと推定される。

埋没状態はレンズ状の堆積が観察できることから自

然埋没である 。埋没過程なかほどにおいて多贔の15

~50cm大の礫が投げ込まれている。

遺物は軟質陶器、石製品などの小破片が出上して

いるが図化可能なものはなかった。
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3.堀・溝

I区2号堀 PL 17 

遺物 種 類 出土位管
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器種 残存率 色調 （石材）

1 軟質陶器 +10 口径338底径320 微砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。内耳は接合。底部は

焙烙 小片 器高 53 ／灰褐色 鋪調整。

2 軟質陶器 +11 口径340底径320 微砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部は無調整。

焙烙 小片 器高 47 ／灰褐色

3 石器 +7 長138幅 47 黒色片岩 下部のみ敲打痕が見られる。

敲石 完形 厚 34直335

4 石器 +7 長130幅 50 緑色片岩 上・下部に敲打痕が見られる 。

敲石 完形 厚 34重395

5 石製品 +30 長235幅 98 粗粒輝石安山岩 上下面に擦痕が見られる。

砥石 完形 厚 64重235kg 

I区3号堀

本堀は 9Q~9S -99グリ ッドに位置する。他遺

構との重複関係は確認されなかった。残存状態は中

程西側を攪乱で欠くが比較的良好である 。なお、北

側は調査区北側に延びるため全貌は不明である 。平

面形態は若干の振幅は見られるがほほ直線状である。

断面形態はV字状に近い形態を呈しており掘削当時

は薬研状であったと想定される。規模は全長9.30m、

確認面での幅1.10~1.23m、底面幅0.20~0.68m、

深度0.32~0.36mを測る 。堀の走行は南北方向で方

位はN-13°-Eを指す。底面は東側に細長い土坑

状の落ち込みが見られ、北から南へかけて緩やかな 9S-10麟一

傾斜であるが内部を水が流れた痕跡は観察されない

ことから空堀状の状態であったと推定される。埋没

状態はレンズ状の堆積が観察できることから自然埋

没である 。

遺物は陶器、軟質陶器、石製品などが出土してい

るが図化可能な遺物は僅かであった。

今 ＿人

口
旦旦
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A' 

B
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I区3号堀

l 黒色士 As-Bを含む。

2 患色土 1に近似。As-Cを含む。

3 黒色土 As-C、As-Bを若干含む。

4 黒色土 2に近似。やや黒味が強い。

5 黒色士 4に近似、 V1IIを含む。

L = 1 72.80 m 9 ?--＼〇旺

0 1: 50 lm 
| | | 

22図 I区3号堀遺構図
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w 青梨子上屋敷造跡の遺構と追物

I区3号堀 p L17 

退ロ
1 陶器

揺鉢

2 I ~吹質陶器

火鉢

出土位置

残存率

埋没土中

口縁部片

埋没土中

脚部

計測値
胎土／焼成／

色調 （石材）

緻密／遠元焔／

にぶい橙色

粗砂粒／酸化焔

／にぶい黄褐色

成整形の特徴

口縁部凸帯は折り返しによるものか。掲色釉を全

体に施釉、口唇部端部には黒色釉を施釉。

表面はヘラ削り後丁寧なナデ整形。

L =171.60111 

こ
3 2 口

I区 1号溝

□2 

23図 I区3号掘遺物図

I区 1号溝

本溝は調査区東北端部、 90~9P -90 • 91グリッ

ドに位置する 。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。残存状態は比較的良好であるが調査区外に延び

るため全貌は不明である。平面形態は僅かに弧を描

くがほぼ直線に近い。断面は逆台形状を呈している。

規模は全長12.40m、確認面での幅0.52~0.60m、底

面幅0.25m前後、深度0.20~0.25mを測る 。溝の走

行は東西方向で方位はN-53° -Wを指す。底面は

ほぽ平坦で西から東へ地形と同様の緩やかな傾斜で

あるが内部を水が流れた痕跡は観察されない。埋没

状態はレンズ状の堆積が観察できることから自然埋

没である 。

遺物は出土していない。

24図 I区 1号溝遺構図
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1 黒色土 As-Bが多く混入。

2 黒色土 1に近似。締まりあり 。

3 黒色土 珊、VJ、 Hr-FA小ブロソク含む。
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3.堀・溝

I区 2号溝

本溝は調査区東北端部、 90~9P -90 • 91グリ ッ

ドに位置する 。他遺構との重複関係は 3号溝と重複

する 。新旧関係は本溝の方が新しいが、 3号溝内で

の平面形態は明確でないことからそれほどの時間差

は無いと考えられる 。残存状態は比較的良好である

が 部不明な箇所が存在する 。平面形態は僅かに弧

を描くがほぽ直線に近い。断面は逆台形状を呈して

いる 。規模は全長9.80rn、確認面での幅0.52~0.60

m、底面幅0.25m前後、深度0.10~0.15mを測る 。

溝の走行は東西方向で方位はN-85°-Wを指す。

底面はほぼ平坦で西から東へ地形と同様の緩やかな

傾斜であるが内部を水が流れた痕跡は観察されない。

埋没状態はレンズ状の堆積が観察できることから自

然埋没である 。

追物は出土していない。

I区3号溝

本溝は調査区東北端部、 9 Q-94~96グリ ッドに

位置する。他遺構との重複関係は 1号堀と 2号溝、

1号道と重複する。新旧関係は本溝の方が古い。残

存状態は比較的良好であるが両端が調査区外に延び

るため全貌は不明である 。平面形態はほぽ直線に近

い。断面は深度が浅いため明確ではない。規模は全

長21.30m、確認面での幅1.15~2.35m、底面幅0.58

~1.22m、深度0.10~0.15mを測る 。溝の走行は南

北方向で方位はN-28°-Wを指す。底面はほぽ平

坦で北西から南東へ地形と同様の緩やかな傾斜であ

るが内部を水が流れた痕跡は観察されない。埋没状

態はレンズ状の堆積が観察できることから自然埋没

である。

遺物は出土していない。

9R輩

一

:_― 

A
 

A' 

B
 

9Rー9在

B' 

△ △ 

一
且 ー一年 L=l72.00m 

0 I : 50 lm 
I I I 

25図 I区2号溝 遺構図
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IV 
青梨子上屋敷遺跡の遺構と遺物

A' 

亨 い諷 ~-

,Q̀  

B
 

ー

9N-

0 I : 50 lm 
断面「――—+- ---|

0 1 : 100 2m 
平面 1 1 1 

B
 

B' 

A
 

I区3号溝

1 暗掲色土

2 にぶい褐色土

3 明褐色土

I区4号溝

本溝は調査区の北西部端、 lOA-107 • 108グリッ

ドに位置する 。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。残存状態は比較的良好であるが調査区外に延び

るため全貌は不明である 。平面形態はほぽ直線状を

呈する。断面形態は底面に丸みをもっu字状を呈す

る。規模は全長25m、確認面での幅0.50~0.65m、

底面幅0.40~0.50m、深度0.65mを測る 。溝の走行

は東西方向で方位はN-75° -Eを指す。溝内部の

底面に近い部分には径10~45cm大の礫が敷かれたよ

うな状態で検出されたが用途 ・目的は不明である。

埋没状態はVI層を中心にHr-FAブロックを含んだ上

で短時間に埋没している。

遺物は出土していない。本溝の時期は古墳時代後

期から奈良時代に比定される。

溝

／

号4
 

区ー

B ¥ 

A
 

し

I区4号溝

1 暗褐色土

3
 

Hr-FAプロソクとAs-Bの混合土。

1に類似。

Hr-FAを多く含む。

疇疇

L=172.00m 

A' 

B'¥ 

」,麗
I
 

B

B
 

A' 

頓 唖
L=174.00m 

0 I: 50 Im 
| 1 1 

As-Cを多くとHr-FA小プロックを含む。

26図 I 区 3 号溝• 4号溝 遺構図
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3.堀・溝

m区 1号溝

本溝は調査区の西より、 9 p~9 S -llOグリ ッ

ドに位置する 。他遺構との重複関係は南よりで 2号

溝と重複する。新旧関係は本溝の方が新しい。残存

状態は中程を攪乱で欠くが比較的良好である。なお、

溝南側は調査区外に延びるため全貌は不明である 。

平面形態は北側が南側に比べて狭いがほぽ直線状を

呈する。断面形態は逆台形を呈する 。規模は全長

10.9m、確認面での幅0.50~0.94m、底面幅0.36~

0.67m、深度0.10~0.20mを測る 。溝の走行は南北

方向で方位はN-12°-Wを指す。底面はほぽ平坦

で北から南へ緩やかな傾斜であるが水が流れた痕跡

は確認できなかった。溝北側では長さ1.0mの間に

径20~30cm大の礫が置かれていた。この性格につい

ては不明である 。埋没状態は土層断面の観察から自

然埋没である 。

遺物は上位から近代の陶器灯明皿が出土している。」色R、II I 

本溝の時期は埋没土や出土遺物から近世後期遺構に

比定される 。

III区2号溝

本溝は調査区の南端部、 9 Q-109 • 110グリ ッド

に位置する 。他遺構との重複関係は西側端部で 1号

溝と重複する 。新旧関係は本溝の方が古い。残存状

態は調査区内では比較的良好であるが東側が調査区

外に延びるため全貌は不明である 。平面形態は直線

状を呈する。断面形態は逆台形状である 。規模は全

長2.9m、確認面での幅0.7m前後、底面幅0.36~0.42

m、深度0.25mを測る 。溝の走行は東西方向で方位

はN-77°-Eを指す。底面はほぽ平坦で傾斜は見

られない。埋没状態はほぼIl層で短期間に埋没して

いるようである 。溝内には径10~30cm大の礫が多量

に出土している 。これらの礫は廃棄によるものでは

なく当初から据えられたものとみられる 。

B
 

ー

A
 

-—言
1 

A' 

仝＿ △ 

― ーゞク―
2 1 

B' 

B
 

B' 

へ／

皿区1号溝

1 黒褐色土

2 暗褐色土

粘質土。

粘質土o VIIIを含む。

L=173.70m 
O 1: 50 lm 
し I I 

27図 m区1号溝 遺構図・遺物図
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w 青梨子上屋敷逍跡の追構と遺物

m区1号溝 P L18 

汀量：
-―-----

1号溝

計測値

口径10.0底径 5.0

器高 2.0

90-11叶

胎土／焼成／

色調 （石材）
成整形の 特徴

微砂粒／遥元焔 1ロクロ整形、回転右回りか。内面油受け凸帯は貼付。底

／灰色 部は回転ヘラ削り 。内面と外而口縁部に褐色釉が施釉。

1号溝

コ―
1 

l l 

9Qー11詞

盛土
-=Jn.bUm - -~— 

0 I: 50 lm 
| | 1 

7 (1/1) 

28図 II1区2号溝遺構図・遺物図
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4.列石 5.道

m区2号溝 PL18 

辿物 種類 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器 種 残存率 色調 （石材）

1 石製品 +10 厚91董 35kg 枡粒輝石安山岩 端部は打ち欠かかれている。擦り面は摩耗が激し

石臼 上臼片 ＜擦り溝も明確ではない。

2 銭貨 +3 径23孔06厚01 銭種 「究永通宝」 •文銭。
日本銭 完形 重18 

3 銭貨 埋没土中 径23孔07厚01 銭種 「窪永通宝」＿・文銭。

日本銭 完形 重22 

4 銭貨 埋没土中 径24孔06厚01 銭種「党永通宝」一文銭。

日本銭 完形 里20 

5 銭貨 埋没土中 径24孔06厚01 銭種「突永通宝」 一文銭。

日本銭 完形 重29 

6 銭貨 埋没土中 径24孔06厚01 銭種 「？芯永通宝」 一文銭。

日本銭 完形 重21 

7 銭貨 埋没土中 径28孔07厚0I 銭種「窃永通字」四文銭。裏面に波紋 （11波）。

日本銭 完形 重37

4. 列石
II区 1号列石

本遺構は調査区北側、 lOE-111グリッドに位置

する。他遺構との重複関係は確認されなかった。残

存状態は比較的良好であるが調査区内で検出された

範囲は遺構の一部しかないため全貌は不明である。

平面形態は礫を直線状に配置したものである 。配置

された礫は径10~35cm大と規格性は見られないが比

較的大きな礫を直線状に配置し小礫を大きな礫の周

りに置いているようである。また比較的大きな礫は

地表面を土坑状に掘り込み礫上面の高さを揃えてい

る。なお、検出した礫には加工痕は見られなかった。

5. 道

I区 1号道

本道は調査区の南東部、 9N • 9 0-90~93グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は 1号堀、 3号

溝と重複する。新旧関係は 1号堀より古く、 3号溝

より新しい。残存状態は 1号堀によ って大部分を欠

くため全貌や詳細は不明である。道の形状は道路部

分は非常に硬く踏みしめられており多少の凹凸が見

られる 。端には側溝が設けられている。側溝は幅35

cm~40cm、深度15cm前後を測り断面は逆台形状を呈

する 。規模は全長20m、側溝芯々間幅1.3m以上を

測る 。道の走行は東西方向で方位は N-78°-Eを

指す。

道の遺構は金古北十三町遺跡14区でも 1号堀の北

側で検出されており I区1号道と同様に 1号堀より

列石状態

10F―噂

l
A
0卜
丁

／◇：()。<11

L =174.30m 

掘方

lOF-11年

ー

゜
I : 40 Im 

29図 Il区 1号列石遺構図
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言 叫

→ 
古いものである。その走行もほぱ同様で付け替えに

よるものと考えられる 。なお、新旧については不明

である 。
I区 1号井戸

→ 

／為

A
 

A' 

B
 

B' 
L =173.30m 

VI 

VII 

1号堀

＞ 

゜
I : 40 Im 

31図

0 I : 100 2m 
1 | 1 

A
 

A' I区1号道

1 黒色土

6
 

3 2 1 
1号堀

B
 

I区 1号井戸

B' 

2

3

4

5

6

 

黒色土

暗褐色土

褐色土

黒色土

黒褐色土

遺構図

As-Bが混人 して非常に硬く

締まっている。

1に類似。

As-Bを20％含む。

Wに類似。

nに近似、 As-Bを30％含む。

Wに近似、 As-Bを10％含む。

L =171.60111 

0 1: 50 lm 
I I I 

30図 I区 1号道 遺構図
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6.井戸

I区 1号井戸

本井戸は調査区の西部、 9R -104 • 105グリ ッド

に位置する 。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。残存状態は比較的良好である 。平面形態は楕円

形を呈し、断面は水の浸食の影響か湧水点付近が膨

らむ。規模は長径1.96m、短径1.65m、深度4.0m以

上である 。なお、 5月に調査した時の湧水点は深度

3.9m程であった。

遺物は図示した用途不明の石製品凹石が 1点出土

しただけである 。

I区1号井戸 PL18 

冒
7.埋甕

I区 1号埋甕

計測値

径10.0厚 6.3

凹径 6.0凹深 2.3

重 210.0

胎土／焼成／

色調 （石材）

ニツ岳軽石

ヽ

L =172.60m 

I区 1号埋甕

1 灰褐色土 Hr-FA小プロソク、

黒色土プロック含む。

0 1 : zo 50cm 

＼／  

33図 I区1号埋甕 遺構図・遺物図

6.井戸 7.埋甕

□> 

32図 I区 1号井戸遺物図

成整形の特徴

外面は租く打ち欠いて形を作りだしている。凹部

分はよく掠れている。

摘要

1 (1/ 4) 
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w 青梨子上屋敷逍跡の追構と造物

本遺構は調査区中程、 9Q-98グリッドに位置す

る。他遺構との重複関係は確詔されなかった。残存

状態は甕口縁部付近は一部欠落している 。

甕は土坑状の掘り込みに据えられてあったがこの

I区1号埋甕 PL18 

逍物 種 類 出土位置
計測値

胎土／焼成／

No. 器種 残存率 色謁 （石材）

1 I陶器 口径450底径200 細砂粒／遠元焔

甕 口縁一部欠 器高555 ／赤掲色

8. 土坑

土坑は 3表に示したように I区で124基、1lI区で

9基、 W区で 3基の合計136基を調査した。

形態 ・規模は個々の土坑により異なり 一応ではな

い。埋没状態も 1ないしは 2層の上で埋没しており

自然埋没か人為的埋没かを判断する材料は少ない。

遺物はいくつかの土坑からは出土しているが図化可

能なものは僅かしかなかった。

こうした状況から性格・時期を判定することの可

能なものはごく僅かでしかなかった。

I区24号土坑

本土坑は調査区の中程、 9R • 9 S -105グリッ

ドに位置する 。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。残存状態は室部分の天井部は崩落しているが比

較的良好である 。底面形態は階段部分に対して室部

分が直交するような L字状に掘り込まれている 。規

模は全長2.60m、幅1.75m、深度0.90mで階段部分

は長さ1.98m、幅0.82m、室部分は長さ0.92m、幅

1.75mを測る。階段は雑な作りであるが最上段と最

下段には礫が据えられていた。階段も高低差は 5~ 

10cmほどとあまり高低差のない掘り方である 。室部

分は天井部が崩落していたが室内高は0.7~0.8mほ

どであったと推定される。遺物は出土しなかった。

発掘調査時の所見では近世に比定される。

38 

土坑状の掘り込みは平面形態が円形に近い。規模は

径1.24X1.16m、深度0.66mを測る。

据えられている甕は近世の東海常滑産の製品であ

る。

成整形の特徴 1 摘要

胴部下部に輪積痕が残る。胴部に焼成時の歪みが 常滑産

見られる。全体に褐色釉薬を施釉。

I区125号士坑

本土坑は調資区の中程、 9P-96グリ ッドに位置

する。他遺構との重複関係は確認されなかった。残

存状態は大半を攪乱によって欠くため全貌・詳細に

ついては不明である 。平面形態は方形または長方形

を呈するとみられる 。規模は残存部分で南北辺0.80

m、東西辺1.70m、深度0.22mを測る 。内部底面上

には径15~35cm大の亜角礫が 7点ほど出土している。

これらの礫についての性格などは不明である。

皿区 3号土坑

本土坑は調査区の北より 9R・9S-111グリッ

ドに位置する 。他遺構との重複は 5号土坑、 6号土

坑と重複する 。新旧関係は本土坑の方が新しい。残

存状態は比較的良好である。平面形態はやや丸みを

もった方形を呈する 。規模は径1.37X 1.32 111、深度

0.65111を測る。内部は上半の中程に青灰色砂礫土を

3~8 cmの厚さに固めて立方体の箱状施設を設けて

いる 。この施設は長さ0.76111、幅0.40111、深度0.34

mを測る 。内部は炭化物を含んだ黒色土で覆われて

いる。土坑下半は箱状施設の下部に径10~25cmの礫

を入れているが、礫はあまり密ではなく比較的間隔

があり上半の箱状施設を支えるような施設とは考え

にくし‘o

遺物は下半の礫中より軟質陶器火鉢片、石製品砥

石、石臼などが出土している。



皿区 9号土坑

本土坑は調査区の北より 1号溝と 3号土坑の間、

9 R • 9 S -100グリッドに位置する 。他遺構との

重複関係は確認されなかった。残存状態は比較的良

好である 。平面形態は楕円形を呈する。規模は長径

1.36m、短径0.72m、深度0.26mを測る 。内部には

径10cm大前後の円礫が底面より 5cmほど上位に密に

入っている。

遺物は礫中より軟質陶器焙烙などが出土している。

N区 1号土坑

本士坑はW区の一番北側に位置する調査区の 9H・

9 I -107グリ ッドに位置する。他遺構との重複関

係は確認されなかった。残存状態は一部攪乱によっ

て欠くが比較的良好である。平面形態は一部崩落な

どにより崩れているがほぼ長方形を呈する。規模は

長さ4.08m、幅1.18m、深度0.30m前後を測る 。底

面はほぼ平坦である。内部は東辺際と西辺隅にほぼ

1 m間隔に径25cm前後の扁平な礫を配置している 。

埋没状態はレンズ状の堆積が観察できることから自

然埋没である。

遺物は陶器鉢、壷、軟質陶器焙烙、石製品砥石な

どが出士している 。本土坑の性格は建物の基礎と考

えられるが上部の構造については不明である 。

N区2号土坑

本土坑はW区の一番南側に位置する調査区の 8S • 

8 T-109 • 110グリ ッドに位置する。他遺構との重

複関係は確眩されなかった。残存状態は一部を攪乱

によって欠くが比較的良好である 。平面形態は各辺

が直線的であることから五角形に近い形態を呈する。

規模は長径2.03m、短径1.93m、深度0.71mを測る。

内部には径10~65cm大の礫が多量に出土した。これ

らの礫には規則性が惚められないため廃棄された可

能性がある 。埋没状態は北側から土砂が流入した痕

跡が観察できるが自然堆積と見られる 。

遺物は出土していない。

I区 1号土坑

ロ ＼

I区3• 4号士坑

ー ロ□
L ~ 172.60m 

I区5• 6号士坑

ロロ73/
L =172.60m 

ロI区8号土坑

こ7330n□
→ 

I区1号土坑
1 i炎褐色士

2 暗褐色土
3 褐色砂質土
I区2号土坑
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 淡茶褐色土
I区3号土坑
1 褐色上

I区4号土坑
1 褐色土
I区6号土坑
l 暗褐色土
2 褐色土
I区8号土坑
1 黒褐色土
I区9号土坑
1 黒掲色土
I区10号土坑
1 黒褐色土

8.土坑

I区2号土坑

口
＼
 

L ~J 72.70m 

］ 

I区9号士坑

→ヂ一

一
／ 

I区10号土坑

二］ ／ー一

ー：ロ
゜

I : 40 Im 

As-Cを若干含む。
As-Cを僅かに含む。
2に類似、黄色土粒を若干含む。

As-Cを僅かに含む。
黄色土粒を若干含む。
Vlllブロックを含む。

As-Bを含む。

As-Cを僅かに含む。

VI11プロソクを少砒含む。

混入物特になし。粘性あり 。

軽石を僅かに含む。枯性あり 。

混入物特になし。粘性あり 。

34図 I区 1~6・8~10号土坑遺構図
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と遺物

I区 7号土坑 I区11号土坑 I区13号土坑

キ

L ~ 172.80m 

L=17250m 
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L =173.40m 

口

）
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／
 

(

I
、
一

ー’
 

記
竺
□

号

印
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ー

IL
 

区

＿＿

ー

一2 2 

I区21号土坑 ＼ 

□-

一I区12号士坑 ｛ 

L17330m:  

I区20• 16号土坑

ー
ー
ー
＼
↓
ー

L=17330『 ロ

<

ーロ
こ250mG -

—-2 
／ 

L =172.50m 

一l

m
 

旦
口

号

40

1
8

-
1
7
2
 

区

戸

ー

ー

ー
、
一

ロ
I区22号土坑

ニ240m□
三

＼
 

□72]2  

L ~172.40m 

- -― 
2 

I区25号土坑

ロ ロ

I区17• 15号土坑

I区7号土坑

l 表土

2 褐色土

3 褐色土

4 黒褐色土

I区11号土坑

1 黒褐色土

I区12号土坑

1 黒褐色土

2 黒褐色土

l区13号土坑

1 暗掲色土

2 褐色土

3 明褐色土

＼
 

□□三三戸

゜
1 : 40 lm 

砂質。滉入物特になし。締まっている。

炭化物、珊プロックを少饂含む。

やや砂質。締まりなし。

As-Cを含む。

滉入物特になし。

1に類似。

w粒を若干含む。

軽石粒、Vlil粒を若干含む。

2と珊の混じり 。

L ~172.00m 

I区14号土坑

1 黒褐色土 As-Bを多く、珊粒をごく少恨含む。

2 II音灰褐色土 砂質土、径 5cmの礫を含む。

3 黒褐色土 砂粒、珊小プロックを含む。

I区15号士坑～22号士坑 ・25号土坑

1 黒色土 混入物特になし。

2 暗褐色土 珊のオリープ褐色土を含む。やや粘性あり 。

ロ
35図 I区7• 11~22 • 25号士坑 遺構図・遺物因
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8.土坑

I区23号土坑 I区27号土坑 I区28号土坑

＼ 

B
 

IA 

L =172.50m 

I A' 

B' 

<l: I ¥
`
 

ー
、
一

吋
旦

c L =172.00m 

ロー一

I区29号土坑： 
口

L =171.90m 

¥ I区30号土：三文 立

— □-
L -171.90m 

L =171.50m 

三
I区31号土坑

ロ
L =171.60m 

一
2
 

＼ ー区ロ ＼
 

B
 

L =171.40m 

4 

I区23号土坑

l 黒色土

2 暗赤褐色土

3 暗褐色土

軽石粒、珊粒を少屈含む。

焼土粒が若干混じる。

1と珊の混合土。

4 オリープ褐色土 VIIIのプロック 。

I区24号土坑 ¥A 

B
 

l
j
q
ギ
ー

~1 

賃 3

I区33号土坑

ロL =171.40m 

＼こ
2 

＼
 

4: 

¥ I区34号土坑

ーロ
I区38号士坑

L=171.30m 

B' 

三
ロ ／

L~171.40m 

こ 区36号土坑 1
ロ区3言— 1 _ 口
L = 171.30m 

¥2/―― 

I区37号土坑

ロ
L =171.30m 

＼
 一I区39号土坑 2 ¥ 

— □-
L -173.20m 

L =171.30m L =l71.40m 

B
 

I A' <̀ I 
B' 

゜
l : 40 

三三
I区40• 41号士坑 3ーロ o-¥

L =171_40m 
Im 

_ -互-3 ー ，

36図 I区23• 24 • 27~41号土坑遺構図
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w
 

青梨子上屋敷追跡の追構と追物

I区42号土坑
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戸一
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I区43• 44号土坑

上二~71 .40mロ
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口亨こ
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＼ーロ
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オ
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I区51号土坑
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I区54号土坑

三 7140m:/
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丈
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I区59号土坑 ＼ 

ロ
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I区55号土坑

口
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三I区53号土坑
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I区56号土坑

口

＼
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一叉豆亡
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ロ
ロ
ロ
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L =17130m 
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I区61号土坑

L =171.20m ロ
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I区65号土坑

ロL=l71.30m _— 

＿、

3 ¥ 

I区58号土坑
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I区60号土坑

ロL=17120m 

一 ゞ
3 3 

□ 4 I区67号土坑

L =171.30m 
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I
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I区62号士坑

□ L ~171.IOm 

ー，―
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I区66号土坑

こ

L二旦1.30mロ

I区63号土坑

L ~l7!_30m ロ
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こ
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I区64号土坑
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L = 17120m 

一
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口
¥ I区69号土坑

ロ上二旦!.!Om

- -

I区68号土坑 3 

□ 
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、＼

゜
I : 40 lm 

37図 I区42~69号土坑 遺構図・遺物図
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8.土坑

I区70号土坑 l I区71号土坑 ／ 

— こ》―
I区72号土坑 I区73号士坑

L = 171 20m ーロ— ― 0
~ ------- - L ~ 171_10m 上ゴ71.0llm __  
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L=l71.00m 

----

I区77号土坑

ロ
L -171.00m 

- -ニァ—-

I区78号士坑 ＼ 

ロ

ー、一

L =171.00m 
L =17100m 

L ~171.40m 

口
I区86• 87号土坑

□c 
L ~171.70m 

—</ —

1 I区88号土坑
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一¥ 3 I区91号土坑

〇)
L ~171.70m 

＼ 
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38図 I区70~101号土坑 遺構図
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N 青梨子上屋敷追跡の遺構と遺物

I区102号士坑 I区103号土坑 I区104号士坑 I区105号土坑
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゜
＼ □サ ー ◎¥_ 

゜L ~I7160m L=l7160m L ~ l7170m 
L~17180m 

＼ ＼ ＼ ＼ 3 2 
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゜
I区113号土坑

／／ ＼＼ぷ
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— □-
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I区111号土坑 ＼

— □-
L =172.00m 

シ―
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I区115号士坑 ＼ 

— □ -□ 7三
L=17180m 

ロ- - I区122号土坑

3 I区11□/ -□／ロ一
L -171.SOm 

ー ： ―-

L =l71.60m 

3芦一 三

I区117• 11 ~号土坑 ＼ 
-@6) ¥-

L ~171.lOm 

こ 一
L = 172.00m 

言
I区121号士坑

L =171.lOm 

三

゜
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I区102号土坑

-@'-
L =171.50m 

L =171.30m 

I区123号土坑 ＼ 

ーロ]-
L =17l.30m 

更 ― 心
2 3 3 3 

~ I区124号士坑 ＼ 
— □-

亨

I区27号土坑～ 124号上坑

1 黒色土 As-Cを含む。

2 黒色土 細粒でAs-Cの混入ほとんど見られない。

3 暗褐色土 VIIIを主体とし混入物見られない。

4 明茶褐色土 VIIIに近似。

I区125号土坑

→ 

L ~172.20m 

ー39図 I区102~125号土坑遺構図
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8.土坑

III区 1号土坑
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m区2号土坑

1 黒褐色土 V1llブロソク、炭を少鉱含む。

2 暗褐色土軽石粒を少舟含む。

皿区 2号土坑

＼
 

夏O

m
og
・s
L
r
11
1
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|
 

ロ

二 E
 

ー□言t5

III区 4号土坑

口
L ~ l73.50m 

---

II1区4号土坑

1 暗掲色土 珊プロソク、焼土粒、炭粒を少紐含む。

゜
I : 40 lm 

40図 1I1区1・2・4号土坑 遺構図 ・遺物図
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w 青梨子上屋敷遺跡の逍構と追物

III区3号土坑

L =173.50m 

＼
 

Ill区3号土坑

1 黒褐色土 炭化物を少屈含む。

2 緑灰色土青灰色砂礫。

3 暗褐色土 混入物なし。

4 II音褐色土 珊プロックを含む。

5 黒糾色士 珊プロックを少岱含む。

6 黒褐色土 炭化物、焼土粒、珊粒を僅かに含む。

7 褐色土 珊ブロック塊を含む。

8
 

□□] 
ロい

□

9
 

llI 区 5 号• 6号士坑

ジ I

皿区 8号土坑

シ

L -I73.50m 

ー

B
 

6号士坑

言 I : 40 lm 

B
 

B' 

川区8号土坑~!~::::~ ~:::、を：イニ：；t麟；ぷ：：；含む。 一〖二ここ
3 黒褐色土灰、焼土を含む。

4 灰黒色土 焼土ブロック、木炭を斑に含む。

5 黄褐色土 焼土含み、軟質。VIII主体とする。

6 黄褐色士 珊、灰炭化物、焼土を若干含む。

m区5号土坑

1 暗掲色土 As-Bを少凪含む。

2 暗褐色土 珊プロック粒を含む。

旧区6号坑

l 黒褐色土 ¥i1IIプロックを少姑含む。

41図 rn区3 • 5 • 6 • 8号土坑 遺構図 ・遺物図
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III区9号士坑

＼ 

8.上坑

-L-lTav,99  -

” ＼ 

< I 

N区 1号土坑

／］巴□

一
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I CD ¥B 
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D' 

＾ 
ヘ

<l: I 
Q I 

＼ 

E 

Im 

E 
I A' 

Ic' 
E ,'.:ti 

/:2  
N区 1号土坑

1 黒色土 灰黒色土プロソクを含む。

2 黒色土 VIII粒を少益含む。

3 暗黒褐色土 粘質土、 VIIIプロックを含む。

L =172.40m 

0 1: 40 lm 

こ 二 三 4

。
15 

42図 皿区 9 号士坑 • W区 1号土坑遺構図・遺物図
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と遺物

N区2号土坑

Al 
v̀ 

一
B
 

B
 

L ~171.90m 
A'I 叶

B
 

N区3号土坑

B' 

ー ロ
L =171 50m 

ヘ

才

w区2号土坑

1 黒色土 白色軽石、ロームブロックを若干含む。

2 黒色土 ロームブロック、ローム粒を少罷含む。

3 黄褐色上 ロームブロックを若千と 10~20cm大の礫を含む。

4 暗黄褐色土 VIIIブロックを多箪に含む。

N区3号土坑

l 黒色土 As-C、VIII塊を含む。

2 黒色土 白色細粒を僅かに含む。 ゜
1 : 40 Im 

43図 VI区2• 3号土坑遺構図

士坑 PL 18 

遺物 種 類 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器 種 残存率 色調 （石材）

1 土製品 I区14土坑 高 28幅 17 微砂粒／酸化焔 女性の旅姿をあらわしている。

玩具人形 完形 厚 06 ／黄褐色

2 縄文土器 I区53土坑 机砂粒／良好／ 縄文施文後ヘラ描き文、内面ヘラナデ。

深鉢 胴部片 にぶい黄褐色

3 陶器 m区 1土坑 細砂粒／酸化焔 擦り面溝は14~15条を 1単位とする。内外面に褐

描鉢 体部片 ／黄褐色 色釉を施釉。

4 陶器 皿区 2土坑 底径 40 微砂粒／遠冗焔 ロクロ整形、 回転右回り 。底部と口縁部下半は回転へ 口唇部は打ち

灯火皿 口唇部欠 ／灰白色 ラ削り 。油受け凸帯は貼付。内面には白色釉を施釉。 欠かれている。

5 軟質陶器 m区2土坑 口径31.0底径310 微砂粒／酸化焔 口縁部横ナデ、内面もナデ、内耳部分は貼付。

焙烙 少片 器高 30 ／にぶい褐色

6 土製品 IIJ区 2土坑 粗砂粒／還JE焔 表袋側面ともヘラナデ。

平瓦 少片 ／灰色

7 軟質陶器 ll1区 3土坑 細砂粒赤色粒／ 内外面ナデ整形、口唇部下に櫛描による平行線。

火鉢 口縁部片 酸化焔／明赤褐色

8 石製品 m区 3土坑 長(51)幅 25 砥沢石 表裏面、左右と上側面とも使用されている。

砥石 l/2 厚 18 重425 

48 



8.土坑

逍物 種類 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器種 残存率 色調 （石材）， 石製品 Ill区3土坑 厚118 重 30kg 粗粒輝石安山岩 擦り面は摩耗が激しく掠り溝の残りが悪い。

石臼 上臼l/6

10 銭貨 皿区 4号土坑 径 27 孔 06 銭種「文久永宝」

銅銭 完形 原 0.1 重 25 

11 軟質陶器 旧区9号土坑 口径294 底径290 細砂粒／酸化焔 外面口縁部と内而は横ナデ、内耳は貼付。

焙烙 小片 器高 22 ／にぶい褐色

12 陶器 N区 l土坑 口径100 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。内外面に褐色釉が施

壷 口縁部片 ／褐灰色 釉。

13 陶器 w区 1土坑 口径294 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。内外面に灰色釉が施

鉢 口縁部片 ／灰色 釉。

14 軟質陶器 w区 1士坑 口径320 微砂粒／酸化焔 外面口縁部 ・内而横ナデ。

焙烙 口縁部片 ／にぶい橙色

15 石製品 IV区1土坑 長(95) 幅 28 砥沢石 表裂面、左右側面、下面ともよ く使用されている。

砥石 上部欠損 厚 28 諏970 

3表 青梨子上屋敷遺跡土坑表 No.1 

重 複 規 模

区 No 位置 新 旧 形 見ムヒ只 長径 短径 深度 時 期 性 格

I 1 9 P -98 円形 60 58 30 古項～平安

I 2 9 Q-99 楕円形 55 50 29 古墳～平安

I 3 9 P-99 不整形 116 80 24 中世

I 4 9 P-99 矩形 68 56 20 古墳～平安

I 5 9 P-99 楕円形 54 42 23 

I 6 9 P-99 半円形 70 49 41 縄文～弥生

I 7 9 P-98 溝状 (290) 88 30 縄文～弥生

I 8 9 S -105 円形 50 45 25 縄文～弥生

I ， 9 R -105 不整形 50 32 11 古瑣～平安

I 10 9 R -105 円形 44 44 24 縄文～弥生

I 11 9 R -106 不整形 72 50 15 中世

I 12 9 S -105 桁円形 83 59 29 

I 13 9 Q-103 不整形 282 206 35 縄文～弥生

I 14 9 S ~ 107 丸みをもった方形 130 128 32 

I 15 9 Q -100 台形 90 62 19 中世

I 16 9 Q-99 楕円形 46 32 17 中世

I 17 9 Q-100 ィ；整形 72 38 20 中世

I 18 9 Q ~ 100 円形 52 50 23 中世

I 19 9 R ~ 100 円形 40 38 25 中世

I 20 9 Q-100 矩形 40 30 22 中世

I 21 9 Q-99 楕円形 70 60 14 近世

I 22 9 Q-99 楕円形 58 42 17 中世

I 23 9 Q -101 楕円形 222 158 18 縄文～弥生

I 24 9 R -105 L字形 284 175 92 地下式坑（貯蔵）

I 25 9 0-99 楕円形 96 70 27 

I 26 9 P-99 風倒木痕

I 27 9 Q-95 円形 38 35 10 古墳時代以前

I 28 9 Q-95 円形 54 51 19 古墳時代以前

I 29 9 P-96 楕円形 49 40 19 古墳時代以前

I 30 9 P-93 半円形 46 30 6 古墳時代以前

I 31 9 Q-94 楕円形 51 40 22 古墳時代以前

I 32 9 P-93 楕円形 78 70 20 古墳時代以前

I 33 9 0-93 円形 57 50 20 古墳時代以前

I 34 9 0-92 楕円形 57 41 16 古墳時代以前

I 35 9 P-92 楕円形 30 24 9 古墳時代以前

I 36 9 P-92 楕円形 49 37 12 古項時代以前

I 37 9 P-92 楕円形 50 41 15 古培時代以前

I 38 9 P-92 楕円形 91 62 24 古墳時代以前

49 



w 青梨子上屋敷遺跡の逍構と逍物

No. 2 

重 複 規 模

区 No 位昭 祈 旧 形 見」に円 長径 短径 深度 時 期 性 格

I 39 9 P-92 楕円形 62 56 12 古瑣時代以前

I 40 9 P-92 円形 42 40 10 古墳時代以前

I 41 9 P-92 桁円形 35 31 8 古瑣時代以前

I 42 9 P -92 桁円形 64 55 18 占墳時代以前

1 43 9 P -92 円形 70 63 30 古墳時代以前

I 44 9 P-92 丸みを持った方形 90 51 24 古墳時代以前

I 45 9 P -92 楕円形 50 39 16 古墳時代以前

I 46 9 P -92 不整形 57 48 15 古培時代以前

I 47 9 P ~91 楕円形 48 32 1 1 古培時代以前

I 48 9 P -91 P]形 41 36 18 古培時代以前

I 49 9 P -91 楕円形 48 40 18 古培時代以前

I 50 9 P -91 不整形 56 52 12 古堺時代以前

I 51 9 P -91 楕円形 61 49 17 古瑣時代以前

I 52 9 P -91 円形 59 64 19 古墳時代以前

I 53 9 P -91 楕円形 52 51 18 縄文

I 54 9 P-92 不整形 73 47 14 古墳時代以前

I 55 9 P -91 半円形 73 37 15 奈良•平安

I 56 9 P-91 半円形 77 31 19 奈良 • 平安

I 57 9 P -91 楕円形 46 30 14 古瑣時代以前

I 58 9 Q-91 円形 46 43 20 古培時代以前

I 59 9 Q-91 円形 44 40 16 古培時代以前

I 60 9 Q-91 楕円形 41 29 11 古墳時代以前

I 61 9 Q-91 楕円形 96 70 25 古墳時代以前

I 62 9 P-91 楕円形 48 40 ， 古墳時代以前

I 63 9 0-92 楕円形 77 62 14 古墳時代以前

I 64 9 0-91 楕円形 36 30 13 古墳時代以前

I 65 9 0-92 杓円形 72 64 ， 古培時代以前

I 66 9 0-92 桁円形 72 58 21 古墳時代以前

I 67 9 0-92 90 83 26 古瑣時代以前

I 68 9 0-92 矩形 62 47 17 古瑣時代以前

I 69 9 Q-91 楕円形 45 28 ， 古瑣時代以前

I 70 9 0-90 楕円形 117 87 15 古墳時代以前

I 71 9 Q-91 矩形 32 29 12 古墳時代以前

I 72 9 Q~91 半円形 60 (36) ， 古墳時代以前

I 73 9 0-90 楕円形 41 33 24 古墳時代以前

I 74 9 0-90 矩形 49 46 10 古墳時代以前

I 75 9 0-90 楕円形 40 35 ， 古墳時代以前

I 76 go ~go 楕円形 51 43 12 古墳時代以前

I 77 9 0-90 楕円形 80 54 13 古墳時代以前

I 78 9 0-93 矩形 80 77 24 古培時代以前

I 79 9 0-93 80土坑 楕円形 50 40 13 古項時代以前

I 80 9 0-93 79土坑 楕円形 43 (30) 12 古瑣時代以前

I 81 9 Q-94 楕円形 32 24 24 古墳時代以前

I 82 9 Q-95 楕円形 40 34 13 古墳時代以前

I 83 9 Q-95 円形 38 37 21 古墳時代以前

I 84 9 P-92 半円形 61 (30) 23 古墳時代以前

I 85 9 P-94 桁円形 51 29 15 古墳時代以前

I 86 9 P-94 楕円形 66 57 15 古墳時代以前

I 87 9 P-94 杓円形 38 32 12 古墳時代以前

I 88 9 Q-94 楕円形 39 30 11 占墳時代以前

I 89 9 Q-94 短形 50 33 14 古墳時代以前

I 90 9 Q-94 短形 54 49 16 古墳時代以前

I 91 9 Q-94 円形 31 30 10 古墳時代以前
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8.土坑

No. 3 

重 複 規 模

区 No 位 置 新 旧 形 4忠ヒ・: 長径 短径 深度 時 期 性 格

I 92 9 Q-94 円形 41 42 ， 古墳時代以前

I 93 9 Q-95 楕円形 69 46 15 古墳時代以前

I 94 9 Q-95 円形 47 46 8 古墳時代以前

I 95 9 R-96 楕円形 62 52 12 古墳時代以前

I 96 9 R-96 円形 33 31 14 古墳時代以前

I 97 9 Q-96 円形 43 37 13 古培時代以前

I 98 9 Q~95 円形 32 31 8 古墳時代以前

I 99 9 P-95 杓円形 74 53 18 古墳時代以前

I 100 9 P-95 円形 39 37 8 古墳時代以前

I 101 9 P-94 桁円形 44 33 ， 占墳時代以前

I 102 9 P-94 円形 38 35 14 古墳時代以前

I 103 9 P-94 矩形 58 40 7 古墳時代以前

I 104 9 P-94 円形 37 37' ， 古墳時代以前

I 105 9 P-95 矩形 43 31 19 古墳時代以前

I 106 9 P-96 丸みをおびた方形 29 25 20 古培時代以前

I 107 9 P-96 楕円形 39 31 12 古墳時代以前

I 108 9P・Q-96 125号土坑 円形 38 38 11 古墳時代以前

I 109 9 Q-96 杓円形 37 31 13 古墳時代以前

I 110 9 Q-96 桁円形 43 35 11 古墳時代以前

I 111 9 Q-96 矩形 39 30 12 古墳時代以前

I 112 9 Q-96 楕円形 40 33 23 古墳時代以前

I 113 9 P-94 不整形 108 106 10 古墳時代以前

I 114 9 P-95 楕円形 45 35 26 古墳時代以前

I 115 9 Q-95 楕円形 40 26 16 古培時代以前

I 116 9 Q-95 円形 30 28 10 古墳時代以前

I 117 9 Q-95 楕円形 33 29 14 古墳時代以前

I 118 9 Q-95 半円形 73 (47) 18 古墳時代以前

I 119 9 Q-93 半円形 55 (26) 13 古墳時代以前

I 120 9 Q-93 楕円形 40 32 14 古培時代以前

I 121 9 N-90 1号堀 楕円形 120 (82) 14 古墳時代以前

I 122 9M-91 楕円形 (83) 51 21 古墳時代以前

I 123 9 P-93 楕円形 57 49 15 古墳時代以前

I 124 9 P-93 楕円形 63 31 ， 古瑣時代以前

I 125 9 P-96 108号土坑 方形か

皿 1 9 S -100 隅円長方形 110 36 16 近世

III 2 9R・S-lll 不整形 (285) 192 23 近世

III 3 9R・S-lll 5 • 6号土坑 隅円長方形 162 132 35 近世

m 4 9 R -111 柄鏡形 112 82 20 近世

m 5 9 S -111 3 • 6芳土坑 不整形 (200) 137 25 

Ill 6 9R・S-lll 3り七坑 5芳土坑 長方形 116 90 33 

Ill 7 

m 8 双円形 130 72 22 

III ， 9 R -100 桁円形 88 72 21 近世

w 1 9 H -107 長方形 410 140 28 近世 蔵基礎坑

w 2 8 S ~ 108 円形 207 193 92 近世

w 3 8 S -109 楕円形 65 55 20 近世
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と追物

9. 遺構外出土遺物

遺構に伴わない遺物は縄文時代、奈良•平安時代、

近世・近代のものが出土している 。その出土量は掲

載した遺物の割合と同様に圧倒的に近世・近代のも

のである 。

縄文時代は遺構の中の遺物出土状態から縄文時代

に比定できるものは確眩されていない。こうした中

で埋没土の状態から縄文時代に比定される可能性が

あるものが土坑で確認されているだけである 。遺構

外出土遺物には土器、石器など図化可能なものが10

点あった。土器は中期後半から後期にかけてのもの

である 。これらの上器は器形復元が可能なものはな

＜拓影図による図化である 。こうした出士状況から

周囲に遺構の存在を窺わせる状態ではない。

奈良•平安時代の遺物は図化したものは須恵器甕

と瓦片だけであるがこの他土師器杯 ・甕、須恵器杯・

椀 ．甕などの小片が見られた。これらの土器は青梨

子上屋敷 I区、金古北十三町遺跡14区で検出した住

居の年代に近い時期のものである 。こうした状況か

ら発掘調査では 3軒の竪穴住居を検出しただけであ

るが周囲には散漫な状態ではあるが遺構が存在し小

規模な集落が営まれていた様相が窺える 。

近世・近代の遺物は土器、陶器、土製品、石器、

石製品、金属器、金属製品など多種にわたっている。

遺跡地は近世には三国街道の宿場街として繁栄した

地域であり出土した遺物もここで使用されていた日

常品が廃棄されたものである 。こうした遺物の中で

も陶器製の玩具はその組み合わせから近代に比定さ

れるがこうした遺物の出土は江戸など都市では見ら

れるが地方での出土例は稀少である 。
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9.遺構外出土遺物
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IV 青梨子上屋敷追跡の追構と迫物
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9.遺構外出土遺物
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w 腎梨子上屋敷辿跡の遺構と辿物
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9.遺構外出土遺物
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w 青梨子上屋敷造跡の遺構と遺物
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9.追構外出土遺物

遺構外出土遺物 PL18~21 

辿物 種 類 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成 整 形の特徴 摘 要

No 器種 残存率 色調 （石材）

1 縄文土器 I区I陪 粗砂粒／良奸／ 沈線施文後爪形文を施文。

深鉢 胴部小片 灰褐色

2 縄文土器 I区9P-91 粗砂粒／良好／ 細かく沈線を施文。

深鉢 胴部小片 灰褐色

3 縄文土器 I区9P-91 粗砂粒／良好／ 沈線を施文。

深鉢 胴部小片 明赤術色

4 縄文土器 I区9S-107 粗砂粒／良好／ 縄文RL施文後波状に1;t線を 1条巡らす。

深鉢 胴部小片 赤褐色

5 縄文土器 l区9S-107 粗砂粒／良好／ 縄文RLを施文。

深鉢 胴部小片 明赤褐色

6 縄文土器 I区9R-107 枡砂粒／良好／ 縄文RLを施文。

深鉢 胴部小片 明赤掲色

7 縄文土器 I区9P-91 粗砂粒／良好／ 縄文RLを施文。

深鉢 胴部小片 明赤褐色

8 縄文土器 I区9R-110 粗砂粒／良好／ 縄文RLを施文。

深鉢 胴部小片 明赤褐色， 石器 I区9P-91 長3.15 幅（175) チャート

鏃 基部欠損 厚035 重130 

10 石器 I区9P-92 長(74) 幅 55 細粒輝石安山岩

打製石斧 上半欠損 厚 11 重52

11 須恵器 I区I層 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。 口縁部に 3段の

き年ik 口縁部片 ／にぶい橙色 波状文。

12 土製品 0区 細砂粒／遠元焔 内面に布目痕が残る。外面はヘラナデ。

丸瓦 小片 ／灰色

13 陶器 w区9C-108 口径 74 底径 22 水簸／辺元焔／ ロクロ整形、回転右回 り。 口縁部下半から底

小llll 1/5 器高 19 灰色 部にかけて回転ヘラ削 り。 口縁部上‘卜から内

面に）火釉を施釉。

14 陶器 I区II箇 口径 82 底径 30 水簸／還元焔／ ロクロ整形、回転右回 り。 口縁部下半か ら底

小皿 完形 器高 15 灰白色 部にかけて回転ヘラ削 り。 口縁部上半から内

面に灰釉を施釉。

15 陶器 I区9R-106 口径 88 底径 38 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り 。高台は削 り出 しか。

皿 口縁一部欠 器高 31 ／にぶい黄褐色 口縁部下半は回転ヘラ削 り。い縁部から内面

に黄色釉を施釉。

16 陶器 I区I思 口径106 底径 60 水簸／遥元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。高台は削り出し 瀬戸焼

染付Jj][ ほぼ完形 器高 24 白色 か。内外面に後疫芍文を絵付け。

17 陶器 I区9S-105 口径136 底径 82 水簸／逗元焔／ ロクロ整形、回転右回 り。高台は削りだし 。 益子焼、明治期

皿 口縁一部欠 器高 21 にぶい黄橙色 内面にトチン痕が残る。外面底部以外は施釉。

18 陶器 I区I附 口径136 底径 79 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転右回 り。尚台は削りだし 。 益子焼、内面③ は

皿 2/3 器高 25 にぶい黄橙色 内面にトチン痕が残る。外面底部以外は施釉。 屋号

19 陶器 I区9Q-104 口径 75 底径 36 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転右回り 。油受け凸帝は貼付

灯火皿 4/5 器高 17 明褐色 か。内面と外面口縁部には褐色釉を施釉。

20 陶器 I区9R-108 口径 98 底径 44 水簸／遥冗焔／ ロクロ整形、回転右回り 。油受け凸帯は貼付

灯火Jill 口縁一部欠 器高 24 赤掲色 か。内面と外面口縁部には掲色釉を施柚。

21 陶器 I区9Q-104 口径 68 底径 68 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。高台は削り出し 肥前、 18C. 中～

染付椀 l/2 台径 36 器高 53 白色 か。内外面に草花文を絵付け。 後期

22 陶器 I区9Q-104 口径104 底径 40 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。高台は削 り出し 肥前

染付椀 1/2 器高 52 白色 か。内外面に草花文を絵付け。

23 陶器 I区I陪 底径 40 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。高台は削り出し 肥前

染付椀 底部 白色 か。内外面に絵付け。

24 陶器 I区II習 底径 38 水簸／還元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。高台は削 り出し 肥前

染付椀 底部片 白色 か。内外面に絵付け。

25 陶器 I区I層 底径 44 水簸／還元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。高台は削 り出し 肥前

染付椀 底部 白色 か。外面に絵付け。

26 陶器 I区I居 口径110最大幅130 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。外面に絵付け。

染付椀 l/2 器裔 26 白色

27 陶器 I区I層 口径108最大幅132 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。外面に絵付け。

染付鉢蓋 l/2 器高 27 白色

28 陶器 I区9Q-104 口径136 底径144 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転方向不明。屁台は削り出し

染付鉢蓋・ 2/3 台径104 器高 58 白色 か。外面に絵付け。

29 陶器 I区9S-105 底径 68 水簸／遥元焔／ ロクロ整形、回転右回りか。底部は回転ヘラ 底部に 「R」の墨

徳利 口縁部欠 にぶい橙色 削り 。胴部に灰釉を施釉。 ゴ'七'0 

30 陶器 I区9S-105 底径 62 水簸／遠元焔／ ロクロ整形、回転右回りか。底部は回転ヘラ 底部に 「藤③屋酒

徳利 底部 灰色 削り 。胴部に灰釉を施釉。 類売捌所」の墨害。
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w 青梨子上屋敷遺跡の遺構と遺物

追物 種頷 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器種 残存率 色調（石材）

31 陶器 I区9Q-104 口径 78 底径 50 水簸／還元焔／ ロクロ整形、回転右回り 。底部回転ヘラ削り 。

乗燭 口縁一部欠 器高 57 灰白色 底部を除いて灰釉を施釉。

32 陶器 I区9R-105 口径 92 底径 76 水簸／屈元焔／ ロクロ整形、同転右［o[りか。底部［n［転ヘラナ

急須 1/2 器高 98 灰色 デ。外而は灰釉、内面は褐色釉を施釉。

33 陶器 I区lOA-103 口径168 底径86 水簸／屈元焔／ ロクロ整形回転右回りか。把手 片口は貼付。 底部に煤が付竹・。

片口鉢 2/3 器高 92 にぶい黄褐色 底部は回転ヘラナデ。 口唇部と底部を除いて

褐色釉を施釉。

34 陶器 I区9R-106 口径172 水簸／還元焔／ ロクロ整形回転右回りか。把手 片口は貼付。

片口鉢 2/3 にぶい黄褐色 底部は回転ヘラナデ。 口唇部と底部を除いて

掲色釉を施釉。

35 陶器 I区9S-105 口径156 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。片口部分は貼付。 益了・焼、明治期

片口鉢 口縁部 ／灰色 内外面に灰釉を施釉。

36 陶器 I区9S-105 口径284 底径132 微砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部ナテ。底部を 江戸後期

揺鉢 l/2 器裔116 ／浅黄色 除いて褐色釉を施釉。

37 陶器 w区8R-109 口径312 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、同転方向不明。内外面に褐色釉 江戸後期

揺鉢 口縁部片 ／灰白色 を施釉。

38 陶器 1区9Q-104 口径350 粗砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部を除いて灰釉 江戸後期

鉢 1/6 ／灰白色 を施釉、 一部に掲色釉を文様状に掛けている 。

39 陶器 I区9S-105 口径390 相砂粒／還冗焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部を除いて灰釉 江戸後期

鉢 口縁部片 ／灰白色 を施釉、 一部に褐色釉を文様状に掛けている 。

40 陶器 11 |;{I陪 口径380 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。内外而に灰釉を

鉢 口縁部片 ／灰白色 施釉。

41 陶器 I区I展 口径200 底径146 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。高台は台状に作

火鉢 3/4 台径174 器高182 ／にぶい黄灰色 り中央に突起を設け鉢部と接合している 。外

面褐色釉。

42 陶器 []区 II罹 口径294 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。 口唇部は折り曲

甕 口縁～胴部 ／褐灰色 け。内外面に褐色釉を施釉。

43 土器 I区9S-105 口径116 底径110 細砂粒／酸化焔 型作り、煙道部は貼付。

十能 ほぼ完形 器高133 ／明赤褐色

44 土器 N区I附 底部 90 微砂粒／酸化焔 ロクロ整形、阿転右回りか。底部中央に 1ケ

規炉日皿 底部片 ／灰黄色 所、体部に 6ケ所の小孔有り 。

45 土器 11区I層 細砂粒／酸化焔 口唇端部は貼付か。口縁部に凹線が 1条巡る。

痺ゃ 口縁部片 ／橙色

46 土器 I区I層 細砂粒／還元焔 外面に叩き痕が見られる。 渥美焼

甕 胴部片 ／灰色

47 陶器 I区I附 口径 54 底径 29 微砂粒／還元焔 透明釉を施釉。

玩具皿 l/2 器高 11 ／灰白色

48 陶器 I区9S-105 長径 44 短径 31 微砂粒／還元焔 内面は菊花文状に施文。

玩具皿 完形 底径 16 器高 11 ／灰白色

49 陶器 I区I思 口径 28 底径 19 微砂粒／酸化焔 口縁部を 4ケ所内側に押し込んでいる 。内外

玩其皿 完形 器高 09 ／橙色 面とも白色釉を施釉。

50 陶器 I区9S-105 口径 30 底径1.4 微砂粒／還元焔 外面底部を除いて黄色釉を施釉。

玩具椀 1/2 器高 17 ／灰白色

51 陶器 I区9S-105 口径 28 底径 l6 微砂粒／還元焔 外面底部と体部下位を除いて水色釉を施釉。

玩具椀 完形 器高 25 ／灰白色

52 陶器 I区9S-105 口径 40 底径 15 微砂粒／遠元焔 全体に白色釉を施釉。外面印判による文様付

玩具椀 完形 器高 25 ／灰白色 け。

53 陶器 I区9S-105 口径 40 底径 15 微砂粒／遠元焔 全体に白色釉を施釉。外面印判による文様付 52と同ーな作り、

玩具椀 完形 器高 25 ／灰白色 け。 文様

54 陶器 I区9S-105 口径 40 底径 15 微砂粒／還元焔 全体に白色釉を施釉。外面印判による文様付 52と同一な作り、

玩具椀 ほぽ完形 器高 25 ／灰白色 け。52より文様がやや上位。 文様

55 陶器 I区9S-105 口径 40 底径 15 微砂粒／遠元焔 全体に白色釉を施釉。外面印判による文様付 52と同ーな作り、

玩具椀 l/3 器高 25 ／灰白色 け。 文様

56 陶器 I区9S-105 口径 40 底径 15 微砂粒／還元焔 全体に白色釉を施釉。外面印判による文様付 52と同ーな作り、

玩具椀 3/4 器高 25 ／灰白色 け。 文様

57 陶器 I区 I屑 微砂粒／還元焔 全体に白色釉を施釉後、一部緑色釉を着けて

玩具急須 1/6 ／灰白色 いる。

58 陶器 I区9S-105 口径 40 底径 18 微砂粒／還元焔 片口鉢。全面に白色釉を施釉。

玩具鉢 ほぽ完形 器高 25 ／灰白色

59 陶器 I区9S-105 口径 37 底径 18 微砂粒／還元焔 片口揺鉢。外面と内面口唇部・擦り溝に褐色

玩具鉢 完形 器高 19 ／灰白色 釉を施釉。

60 陶器 I区9S-105 口径 27 底径 20 微砂粒／還元焔 外面の鍔上位に淡緑色釉を施釉。

玩具鍔釜 完形 鍔径 40 器高 20 ／にぶい橙色
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9.遺構外出土遺物

遺物 種類 出土位侶
品測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器 種 残存 率 色調 （石材）

61 陶器 I区9S-105 上径 40 下径 30 微砂粒／還元焔 上面の一部を除いて水色釉を施釉。

玩具規炉 ほぼ完形 器高(35) ／灰白色

62 土器 I区 I層 口径 13 底径 05 微砂粒／酸化焔 内面に白色釉を施釉。

玩具椀 完形 器高 10 ／褐色

63 十製品 I区9Q-104 高 23 幅 12 微砂粒／酸化焔 左足欠損。一部赤色塗彩が残る 。屑に荷を背

玩具人形 ほぼ完形 厚 l3 ／にぶい黄色 負っている姿。

64 土製品 I 区lCD —lffi 高(24)幅1.4 微砂粒／酸化焔 狐が座っている姿を正面から表現している。

玩具人形 頭部欠損 原 08 ／橙色

65 土製品 I区9Q-104 高 20 幅 2l 微砂粒／酸化焔 乳幼児を表現しているものか。表現は凹線で

玩具泥面子 完形 厚 06 ／灰褐色 あらわしている 。

66 土製品 I区9P-93 晶 23 幅 21 微砂粒／酸化焔 獅子の頭部を表現した物。

玩具泥面＋ 完形 厚 11 ／にぶい橙色

67 土製品 I区9Q-104 高 20 輻 l7 微砂粒／酸化焔 人面を表現した物。

玩其泥面子 完形 淳 07 ／にぶい橙色

68 土製品 I区9P-95 径 20厚 08 微砂粒／酸化焔

碁石 完形 ／にぶい橙色

69 土製品 I区9Q-95 径 20厚 055 微砂粒／酸化焔

碁石 完形 ／にぶい橙色

70 土製品 I区9P-95 径 20匝 07 微砂粒／酸化焔

碁石 一部欠損 ／にぶい橙色

71 土製品 I区9P-95 径 19厚 07 微砂粒／酸化焔

碁石 一部欠損 ／にぶい橙色

72 士製品 I区 II罹 径 19厚 07 微砂粒／酸化焔

碁石 完形 ／にぶい褐色

73 石製品 I区9R-106 径 2O I旱035 珪質頁岩

碁石 完形 重237 

74 士製品 I区 I層 幅212 I阜 18 祖砂粒／遠元焔 表面はヘラナデ、裏面の整形不明。

平瓦 l/4 ／にぶい褐灰色

75 石製品 I区 I層 長120 幅 53 砂岩 上面・右側面は非常によく使用されている。

砥石 一部欠損か 厚 46 重5500 

76 石製品 I区9R-106 長100 幅 36 砥沢石 各面ともよく使用されている。

砥石 完形 厚 25 重1125 

77 石製品 I区9P-96 長(50)輻 37 流紋岩質凝灰岩 各面ともよく使用されている。

砥石 1/2? 厚 12 重314 

78 石製品 I区9Q-104 長(73)幅(54) 珪質粘板岩 割れた後も使用されている。

砥石 一部片 厚(12)重663 

79 石製品 I区9M-91 長(63)幅(39) 珪質粘板岩 剥離面以外の本来の面はよく使用されている 。

砿石 一部片 厚(08)重320 

80 石製品 I区9R-103 長(91)幅 70 デイサイト凝灰 表裏面とも使用され擦痕が残る 。側面には稿

砥石 2/3 厚 21 重1550 岩 打痕が見られる。

81 石製品 w区9D-107 長(56)幅 48 砥沢石 各面ともよく使用されている。

砥石 1/2? 厚 19 重580 

82 石製品 0区 径320 厚112 粗粒輝わ安山岩 上下面は平坦面を作り出されている。

礎石 完形 重165kg 

83 鉄器 I区9N-94 長(79) 輻・厚07 頭部方形一辺23cm、断面も方形。

釘 先端部欠損 ~1 0 重344 

84 鉄器 I区9T-104 長(53)幅04~0 5 頭部形状は矩形であるが打ちつぶされており

釘 先端部欠損 厚 03 重406 不鮮明。断面は長方形。

85 鉄器 I区9T-104 長(35)幅 03 頭部形状は矩形であるが打ちつぶされており

釘 頭部1/2 厚 03 重245 不鮮明。断面は方形。

86 鉄器 I区9T-104 長(25)幅 03 頭部形状は矩形であるが打ちつぶされており

釘 頭部1/2 厚 03 重106 不鮮明。断面は方形。

87 鉄器 I区9R-106 長(105)輻 05 断面は方形。

釘 両端部欠損 厚 05 重989 

88 鉄器 I区9T-104 長(40)幅 04 断面は長方形。

釘 両端部欠損 厚 03 重214 

89 銭貨 I区 I • II 径 28 孔 06 銭種 「寛永通宝」四文銭。衷面に波紋(11波）。

日本銭 暫完形 厚 01 重 47 

90 銭貨 I区I • IT 径 28 孔 06 銭枡 「党永通宝」四文銭。袈面に波紋 （11波）。

H本銭 陪完形 厚 01 重 45 
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w 青梨子上屋敷遺跡の逍構と逍物

遺物 種 類 出土位四
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器種 残存 率 色調 （石材）

91 銭貨 I区I.ll 径 22 孔 06 銭種「空永通宝」 ——文銭。

日本銭 培 完 形 厚 01 巫 23 

92 銭行 I区I• II 径 23 孔 06 銭種 「窃永通宝」一文銭。

H本銭 屑 完 形 厚 01 重 14 

93 銭貨 I区I• II 径 25 孔 06 銭種 「究永通宝」 文銭。裏面に「文」。

日本銭 層 完 形 犀 01 重 32 

94 銭貨 I区I• II 径 25 孔 06 銭種 「窃永通宝」一文銭。裏面に 「文」。

日本銭 陪 l/2 厚 01 重 31 

95 銭貨 IIえI • II 径 26 孔 06 銭種「文久永宝」

日本銭 陪完形 限 01 重 37

96 銭貨 I区I • II 径 27 孔 06 銭種「文久永宝」

H本銭 庖完形 厚 01 重 41 

97 銭貨 11区I • II 径 23 孔 06 銭枡「党永迪宝」

日本銭 屈完形 厚 01 重 32 

98 銭貨 Il区I • Il 径 23 孔 06 銭種「窃永通宝」

1::1本銭 培完形 ／厚 0l 重 18 

99 銭貨 m区9Q-110 径 23 孔 06 銭種「究永通宝」

日本銭 完形 厚 01 重 25 

100 銭貨 m区9Q-111 径 24 孔 06 銭種 「究永通宝」

H本銭 完形 厚 01 重 23 

101 銭貨 I11区9Q-112 径 24 孔 05 銭種「究永通宝」か

日本銭 l/3 厚 0l 重 14 
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1.概要

＞
 

金古北十三町遺跡16区の遺構と遺物

1. 概要
金古北十三町遺跡16区調査区では550m'と狭い範

囲ながら奈良時代の住居 2軒と時期は明らかではな

いが古代の土坑 1基を検出した。住居は一般的な竪

穴住居で遺物の出土もあまり多くはなかった。調査

区は現代家屋が存在した跡地でその撤去による批乱

などが激しく遺構の残存状態はあまり良好な状態で

はなかった。

今回の16区調査区は1995年にバイパス本線部分の

発掘調査を実施したがその時に未買収地のため調査

未了の箇所である。本線部分の成果は1998年に報告

書として刊行されている。その報告書によると 16区
東側の調査区で検出された迫構は古墳時代から中世

にかけてである 。代表的な辿構としては古墳時代の

畠、奈良 • 平安時代の住居・掘立柱建物 、 中世の館
に伴うと見られる堀などが見られる。

16区調査区では竪穴住居を 2軒検出しているが、

この住居は当然金古北十三町追跡 1区～ 6区までで

検出された住居で構成される媒落の一部である 。こ

の集落は牛池川と金古北十三町遺跡 6区北側で確認

された小谷地に挟まれた細長い微高地上に立地して

いる 。その範囲は 6区西での群馬町教育委員会や東

に近接する青梨子金古境辿跡の成果などから東西500
~600m、南北200mであると推定される。

2軒の竪穴住居のうち、 1号住居は床面を版築状

に突き固めた特異な例である 。出土遺物は竪穴住居

から土師器杯・甕、須恵器杯蓋・杯身と遺構外から

石鏃、打製石斧が出土している 。遺構からの出土批

は一般的な数量であるが遺構外からの出土最は樅乱

のためか少ない。
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51図 金古北十三町辿跡16区 全体図
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v 金古北十三町遺跡16区の追構と遺物

2. 住居

16区 1号住居

本住居は調査区西端 2K~L-29~30グリッドに

位置するが、住居北側の3/4ほどは調査区外に存在

するため全貌は不明である 。他遺構との重複は確認

されなかった。残存状態は南辺の一部が攪乱によっ

て欠損しておりあまり良好ではない。

形態は長方形ないしは方形を呈すると見られる 。

規模は計測できる箇所がないため不明であるが東西

4.4m以上、南北2.2m以上である 。床面積は調査範

囲で 5可を測ることから全体では15而ほどのやや大

型の住居であると想定される。主軸方位はN-83°-

Eを指すと見られる 。

壁高は東辺で15~17cm、南辺で11~16cm、平均14

cmを残す。

内部施設は貯蔵穴と柱穴かは明らかではないが小

ピットを 2基検出した。貯蔵穴は東南角に位置して

いる。形態は卵形状楕円形で径58X50cm、深度25cm

ゞ＼ E 一
-:i: I 

F, 

4
 

ピット

D
 

い◎虹。

＼ 
ら＼2L-30

＋ D' 

23尼八
貯蔵穴
C C' 

文
27 28 

ら

廿
姦

である。ピットはカマド前部 (p1)と南辺際の中

程 (2p)で見つかった。p1は楕円形で径28X24

cm、深度34cm、p2は楕円形で径46X38cm、深度15

cmである 。

床面は一般的な住居とはやや異なり黒色土と灰褐

色土を交互に敷き詰めそれぞれが厚さ3~5 cmにな

るまで突き固めて版築状に固めている 。この作業は

土層断面観察から 6回行われていることが確認でき

るが周辺部では 1回に突き固める厚さを摩くして 3

回ほどに簡略化している 。

カマドは東辺の南寄りに構築されている。残存状

態は天井部は崩落しているが右袖は比較的良好な状

態であった。また、煙道部は確認されなかった。規

模は110cm、燃焼部長70cm、右袖幅48cmで壁外に30

cmほど延びる。

掘方は床面より 20cmほど下位である 。掘方面は若

干の凹凸は見られるがほぼ平坦である 。床下土坑は

中央部で検出された。規模は径50cm、深度26cmであ

掘方
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52図 16区 1号住居遺構図 (1)
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2.住居

遺物のうち 6 • 7の土師器杯・甕は床面、 2• 3の

土師器杯はp1、p2から、 4• 5の土師器杯は掘

方からの出土である。

本住居は出土した遺物から 8世紀第 2四半期に比

定される 。

カマド

E I 叫

／□¥ 口
ハ
〖 □\/
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F 、 山 I
←ー4
デー→

F I ¥ 
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/

〇ー3
 

ー
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6

ー
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1

 

掘方

る。遺物の出土は見られなかった。

埋没状態は壁際で三角堆積が確認できる他は暗褐

色土でほぼ全体が埋没しているが、人為的に埋め戻

した様相は見られない。

遺物は土師器、須恵器などが出士しているが須恵

器には図化可能なものは見られなかった。出土した

16区 1号住居

1 暗褐色土 やや赤味を帯びる。軽石粒、焼土粒、炭粒、 VllI粒などを含む。

2 暗褐色土 lに近似。焼土ブロックを多く含む。

3 暗褐色土 lに近似。混入物が少なく粘性強い。

4 灰色粘土 特に硬く締められている。

5 黒褐色灰質土締まり弱い。

6 褐色土 オリーブブロックが混じり、よく締まっている。

7 灰白色粘質土 焼土プロソク、軽石混入、特に締まっている。

8 黒色土 軽石、オリープブロック混入。

9 淡褐色土 焼土粒を含む。 ＇ 

10 暗掲色土 軽石を多砒に含む。

11 灰褐色粘質土 下部に焼土粒、軽石粒を含む、特によく締まっている。

12 黒褐色土 粘質土、焼士粒含む。

13 黒掲色土 床下土坑24に似る。

14 黒褐色土 焼土ブロソクを若干と軽石を僅かに含む、特に締まる。

15 淡褐色粘質土 特によく締まっている、焼土粒含む。

16 淡褐色粘質土 黒色土とオリーブ土の斑。オリープ塊、軽石若干混入。

17 黒色土 大きいオリーブ塊を含む。軽石少ない。

18 黒色土 特によく締まっている。オリーブブロノク主体。黒色土混入。

19 黒褐色土 特によく締まっている。軽石、オリーブ土少鉱混入。

20 黒褐色粘質土 特によく締まっている。混入物なし。

21 暗褐色土 焼土粒混入。締まり弱い。

22 淡褐色土 焼土プロソク、焼土粒多益混入。白色粘土が僅かに混入。

23 淡褐色土 黒褐色士にオリーブ土を斑に含む。オリーブブロック少械混入。

24 淡褐色土 淡褐色土中にVIIIオリーププロック多羅混入。よく締まる。

25 淡褐色土 黒糊色土にオリープ土を薄く斑に含む。焼土粒が少最含む。

26 淡褐色土 オリープ土塊多く、間に淡褐色土を含む。

16区1号仕居貯蔵穴

27 暗褐色土 やや赤味を帯びる。軽石粒、焼土粒、炭粒、圃などを含む。

28 暗灰褐色土 軽石粒、焼土粒、炭化物を含む、よく締まっている。
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53図 16区 1号住居遺構図 (2)

16区1号住居カマド

1 淡褐色土 焼土粒、 VIII粒が若千含む。

2 淡褐色土 灰白色粘土塊、焼土塊を多氣に含む、良く締まっている 。

3 淡褐色土 焼土ブロソクと灰白色粘土ブロックを若干含む。

4 淡赤褐色土 焼土塊、焼土ブロソク多埜混入。

5 淡赤褐色十 焼土ブロックを少益含む。

6 赤褐色土 焼土塊。

7 黒褐色土 灰の間に黒色、淡褐色土、黒灰土が熙状に入る。

8 黒褐色土 黙色土と褐色土と焼土ブロックを含む。

9 暗青灰色土 灰。

10 淡灰褐色粘質土

11 淡褐色土

12 淡灰褐色土 白色粘土プロック ，焼土粒を含む。

13 淡褐色十 焼土ブロック、焼土粒を多景と白色粘土を僅かに含む。

14 淡褐色土

15 淡褐色十．

16 暗褐色土

17 暗褐色土

18 黒褐色土 焼土粒を多屈に含む。

19 淡灰褐色十 軽石粒を多絨に含む。

20 白灰色粘質土 軽石粒を含む。

21 赤褐色土 焼土塊、焼土プロックを含む。

22 白灰色粘質土 20に類似。

23 淡掲色十 粘質土、黒色土を斑状と焼土粒、軽石粒を多益に含む。

24 淡褐色土

25 淡掲色土

焼士ブロックを多昼に含む、締まっている。

焼土プロックを若干含む。灰白色粘土ブロックが含む。

灰白色粘土ブロックを含む。

焼土粒を僅かに含む。

瀧ブロックが含む。

v皿塊主体。褐色土を少屈含む。
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v 金古北十三町遺跡16区の遺構と遺物

二 ／

54図 16区 1号住居遺物図

16区1号住居 P L25 

二
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ミ「

口

口

□
口

／
~6 

追物 種類 出土位置
計測値

胎土／焼成／
成整形の特徴 摘 要

No. 器種 残存率 色調 （石材）

1 土師器 埋没土 口径140 細砂粒／良好／ 口縁部は横ナテ、底部は手持ちヘラ削り 。

杯 l/3 器高 (37) 橙色

2 土帥器 p I 口径118 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 l/6 橙色

3 土師器 p 2 口径140 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 l/8 にぶい橙色

4 一十師器 掘方 口径143 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 l/6 明赤褐色

5 土師器 掘方 口径148 細砂粒／良好／ 口縁部上半横ナデ、下半ナデ、底部ヘラ削り 。

杯 l/6 明赤褐色

6 土師器 床直 底径 76 微砂粒／良好／ 口縁部下位ヘラ削り 。底部ヘラ削り 。

杯 底部片 橙色

7 土師器 床直、＋18 口径134 底径 56 細砂粒／良好／ 口縁部は横ナデ、胴部上位は横方向 ・中位以下は

甕 1/4 器高 128 赤褐色 斜め方向のヘラ削り、底部剥離のため不明。内面

胴部ヘラナデ。

16区 2号住居

本住居は調査区中程 2L -27グリ ッドに位置する

が、住居の北辺側と南辺の東2/3が調査区外に位置

するため全貌は不明である 。残存状態は南西部分を

攪乱のため欠くが他の部分は比較的良好である 。形

態は南北に長い長方形を呈する 。規模は長軸3.20m

+a、短軸3.06mを測る 。床面積は調査範囲で8.68

対を測ることから全体では10吋前後と想定される。

主軸方位はN-91°-Eを指す。

壁高は東辺が15~20cm、南辺が27~29cm、西辺が

29~35cm、平均27cmを残す。

貯蔵穴、柱穴、周溝などの内部施設は調査した範

囲では確認されなかった。

カマドは東辺の中程に構築されている 。残存状態

は燃焼部奥から煙道部にかけては攪乱によって欠き、

天井部は住居廃絶期に壊されているようである。な

お、袖は両側とも比較的良好である。規模は全長90

cm+ a、幅90cm、袖幅は左右とも20cmである 。袖と

天井部には長方形に切り出された凝灰岩を構築時に

使用して強固にしている 。床面は黒色土を入れて固

められている。

掘方は東側が西側に比べて 2~5 cmほど深く掘 り

込まれている。東側は小ピット状の落ち込みが見ら

れるだけであるが西側は中央部に床下土坑が存在す

る。この土坑の形態は楕円形で径120X100cm、深度

20cmと比較的規模が大きいが遺物などの出土は見ら

れなかった。

埋没状態はほぽ暗褐色土 1層で覆われており短時

間に埋没したと考えられるが、土層の状態から人為

的な様子は窺えず自然埋没と考えられる。

遺物は上師器杯 ・甕290点、須恵器杯・瓶類・甕

47点が出土しているが、上師器甕は細片が多く図化
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可能なものは少なかった。出土した遺物のうち 1と

5はカマド、 4はカマドと床面、8 ~13は床面から

2.住居

本住居は出士した遺物から 8世紀第 3四半期に比

定される。

出土 している 。
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16区2号住居
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2 黒褐色土

3 暗黄褐色土

4 暗褐色粘質土
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16区 2号住居

10 淡褐色土

ll i炎掲色土

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

暗赤褐色士

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

赤褐色土

暗赤褐色土

暗赤褐色土

暗褐色土

黒灰色土

黒灰色土

褐色粘質土

粘質土、軽石粒、焼上粒を多く含む。

V111粒を僅かに含む。

粘土質土、 VIII粒を若干含む。

焼土粒、炭粒若干と軽石粒も僅かに

含む。住居床而（貼床土）

焼上ブロックを多晃と軽石粒を少屈

含む。

軽石粒が多屈と焼土粒を少屈含む。

V111塊、焼土粒を含む。

V111小ブロックを含む。

V111ブロックを含む。

カマド

砂岩の小ブロックを僅かに含む。

焼土プロックを多量と砂岩の小ブロッ

クを含む。

焼土塊、プロックを含む。

焼土プロックを多鼠に含む。良く締

まっている。

焼土を多屈に含み、締まり強い。

焼土プロック、灰白色粘土プロック

を含む。よく締まっている。

灰。

きめ細かく粘性有り、焼土粒を僅か

に含む。

゜

L=158.30m 

l : 30 lm 

55図 16区 2号住居 遺構図
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v 金古北十三町造跡16区の逍構と迫物
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16区2号住居 P L25 

辿物 種類

No. 器種

1 土師器

杯

2 須恵器

杯盗

3 須恵器

杯身

4 土師器

蔀」し

5 土師器

痺」し

6 土師器
刃瓦t 

7 土師器

痺年

8 土帥器

甕， 土師器

甕

10 土師器

諏年

11 土師器
叫瓦t 

12 土帥器

甕

13 土師器

甕

3.土坑

1号土坑

出土位慨

残存率

カマド

口縁部片

殷土中

口縁部片

覆土中

口縁～底部片

床直、カマド

口縁～胴部片

毅一十中

口縁～胴部片

カマド

口縁～胴部片

覆土中

口縁～胴部片

床直

口縁～胴部片

床直

口縁～胴部片

床直

口縁～胴部片

床直

口縁～胴部片

床直

口縁～胴部片

床直

胴部下位l/4

計測値
胎土／焼成／

色調 （石材）

口径 128 細砂粒／良好／

橙色

口径 150 微砂粒／遠元焔

／褐灰色

底径 70 細砂粒／遥冗焔

／灰色

U径 160 細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

口径 180 細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

口径 180 細砂粒／良好／

明赤褐色

LI径 180 細砂粒／良好／

明赤掲色

口径 198 細砂粒／良好／

橙色

口径 198 細砂粒／良好／

明赤褐色

口径 198 細砂粒／良好／

明赤褐色

口径 198 細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

口径 230 細砂粒／良好／

明赤掲色

底径 50 細砂粒／良好／

にぶい赤褐色

本土坑は 2号住居の西側 、 2L-28グ リ ッドに位

置する 。他遺構との重複関係は確認されなかった。

残存状態は比較的良好である 。

形態は楕円形を呈する 。規模は径48X37cm、深度

25cmを測る 。

埋没状態は断面観察では自然埋没と見られるが埋

没土中の灰色砂は基本層序に対応する堆積層が存在

しな い ため人為的な 埋没 の可 能性 も否 定で きな い。

遺物は 出士していない。

1,「--

ー ：一
L =157.40m 

3.土坑 4.遺構外出土遺物

成整形の特徴 摘 要

口縁部上位横ナデ、中位ナデ、下位ヘラ削り 。

ロクロ整形、回転右回りか。

ロクロ整形、同転右回り 。底部ヘラ切り後、回転

ヘラ削り 。

口縁部横ナデ、胴部上位横方向・中位斜め方向の

ヘラ削り 。内而胴部はヘラナデ。

「l縁部横ナデ、胴部上位は横方向のヘラ削り 。内

面胴部ヘラナデ。

口縁部横ナデ、胴部上位横方向のヘラ削り 。内面

胴部はヘラナデ。

口縁部横ナデ、胴部上位横方向のヘラ削り 。内而

胴部はヘラナデ。

口縁部横ナデ、胴部は上位より横方向 ・斜め方向・

縦方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

口縁部に輪積痕が残る。U縁部横ナデ、胴部上位

横方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

口縁部に輪積み痕が残る。口縁部横ナデ、胴部は

上位より横方向 ・斜め方向 ・縦方向のヘラ削り 。

内而胴部はヘラナデ。

口縁部に輪栢み痕が残る。口縁部横ナデ、胴部は

横方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

口縁部に輪粘み痕が残る。口縁部横ナデ、胴部は

横方向と縦方向のヘラ削り 。内而ヘラナデ。

胴部縦方向のヘラ削り。内面ヘラナデ。

4.遺構外出土遺物

1 (1/1) 

こ

麦
58図遺構外出上遺物遺物図

ロ 0 I : 10 lm 
遺構外出土遺物 P L25 

追物 種類 出土位置
計測値 石 材

No 器種 残存率

1 石器 2 L-28 長 26 幅 24 チャート

57図 16区 1号土坑遺構図 鏃 完形 厚 04 重 149 

2 I石器 2 L-28 長107 幅 55 黒色頁岩

打製石斧 上部欠損 厚 16 重121
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VI 考察

VI 考察

1.青梨子上屋敷遺跡 I区2号住居跡出土の墨書土器について

高島英之

前橋市青梨子上屋敷遺跡 I区2号住居跡から出土した墨書土器は、これまでの県内における墨書土器の出

土例中においてはもちろん、わが国内から出土した墨書土器の類例からみても非常に希有な例と言えるので、

ここに紹介する 。

1. 釈文

・体部外面 「長福二百雫」

・底部外面 「 千乃［

車↓仔i」 ［ 

［部］

日奉 □千麻呂

道麻呂

身 口女女

麻

呂 」

・ロ縁部破片 「長麻呂」 「福」 「口」

2. 内容

この墨書土器は、竪穴住居跡の中央部より東に寄った位置、寵のほぽ正面に当たる床面から多数の小片で

出土した。廃棄に当たって人為的に破砕された可能性も指摘できるという 。土器そのものの年代は八世紀第

4四半期頃ということで、県内をふくめ、関東地方出土の墨書土器の中でも年代的にかなり早いものと 言え

る。

文字はすべて土器の外面に記載されている 。まず、体部外面、ほぼ口縁とも言える位置に横位で「長福二

百年」と記されている。「年」の字は則天文字の字形で記されている 。県内出土の則天文字の例としては、

境町上矢島遺跡（「而」）、赤堀町堀下八幡遺跡（「笙」）、前橋市二之宮宮下東遺跡（「雨」）、前橋市二之宮千

足遺跡（「面」）などからの出土例に次ぐ例ということになる。

則天文字の「柔」の字は、我が国では中世以降、板碑などで記年銘を記す際に比較的使用される字形ではあ

るが、古代の墨書土器に記された例としては非常に少ない。

「長福二百年」とは、文字通り「福」が「長」く続くことを願った吉祥句的文言とみられる。吉祥旬的な
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1.青梨子上屋敷遺跡 I区 2号住居跡出土の墨書土器について

青梨子上屋敷遺跡 I区2号住居ー 1 墨書土器

…ロロ
／／ 

、ヤl
十たt

令筑ゃ
霞 茫叶ヽ1年 9

＼し＼

》 ＼` 叫寄‘

径丑
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一｀ー ーバ―

゜
1 : 2 5cm 

59図 青梨子上屋敷遺跡 I区2号住居出土墨書土器実測図

文字や文言が記された墨書士器は枚挙に暇がないほどあるが、この文言自体は、これまで明らかになってい

る限り、文献上でも、全国の出土例の中でも頷例のない文言である 。管見の限り、「福」の永続を「二百年」

という文言で表現した例も募聞にして聞かないが、興味深い表現だと思われる 。

この他、「長麻呂」、「福」と記された同じ土師器杯の口縁部破片ややはり文字は釈読ことは出来ない墨痕

の付着した同じ坪の破片も出土しているので、この土器の口縁部にはさらに文章をなす文字が記されていた

可能性がある 。

底部外面には確認できただけで21文字分の記載が認められた。「日奉部力千麻呂」以下人名の部分を正位

とみれば、「］子男神」の部分のみが逆方向で、かつ同一面に記された他の文字より殊更に大きく記されて

いる 。また、「日奉部カ・ ・・」と記された部分からみて斜め左に向かって「身麻呂」と人名のみが記さ れ

ている 。

「］子男神」と記されているところから見て、この土器が何らかの祭祀に際して使用され、その折りに

文字が記されたと考えることが妥当であろう 。「 ］子男神」がいかなる種類の神であるのかは、この資料の

みからは全く不明と言わざるを得ないが、「］子男神」の文字のみ逆方向から、しかも他の人名等に比べて

より大きく記されているところからみれば、神名として世俗の人名とは差別化 ・超越化をはかった書き方と

言うことが出来そうである 。

「日奉部力千麻呂」「道麻呂」「口女女」はともに「日奉部力」氏族に属する人々の名であると考えられる。

これらの人々がいかなる関係にあったのかについては、この土器の記載からは全くわからないが、集落内の

何らかの集団、たとえば戸、住居などを同じくする人々で、この土器を使用した「］子男神」の祭祀に関
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与した人々と考えることは出来よう 。ちなみにこれまでに知られている古代上野国関係の日奉部氏の史料と

しては、1984年に京都府長岡京市の長岡京跡右京三条二坊ーニ町地点から出土した

・上野国□［］ロロロロロロ (151) X (6) X 12 081 

〔部〕〔呂〕

・日奉□口口麻□ 日奉 x 

と記された木簡が唯一の例である叫 なお、文書木簡の断片と考えられ、表面に記された「上野国」と、裏

面に記された「日奉部力」の氏族名とが必ずしも関係するとは言い切れない。

また、この土器に記された「身麻呂Jと、他の「日奉部力千麻呂」「道麻呂」「口女女」との関係も、この

資料からは明らかにしがたい。

3. まとめ

以上、見てきたように、この土器に記された文言を総合的に解釈してこの土器の用途 ・機能を類推すると、

「日奉部力千麻呂」「道麻呂」「口女女」などの人々が主体となり、 「長福＝百年」を「 ］子男神」に祈った

祭祀 ・儀礼等の行為に際して使用されたものと考えることが出来る 。祭祀の対象となるべき神名が明らかに

出来ないので、具体的な祭祀の内容や、祭祀の中のどのような場面でこの土器に文字が記され使用されたの

かという点については明らかにしがたい部分もあるが、これまでの祭祀関連墨書土器の使用例から類推すれ

ば、祭祀に当たって神を降ろし迎えた依代として、あるいは神に供献した供物を盛る器として使用された可

能性などが想定できるだろう 。

不明な部分が少なくないとは言え、この資料のように地方の村落内における具体的な祭祀の様子がある程

度明らかにできる墨書土器の類例は非常に僅少であり、その点でこの資料の有する意義は大きいものと考え

られる。 とくに、これまで集落遺跡出土の資料・官が・寺院遺跡出土資料を問わず、全国でも全く類例の

ない文言が記されているところも重要であり、村落祭祀に使用された墨書土器の多様性を示すものと位置づ

けられよう 。

また、東日本における集落遺跡出土の墨書土器としては、相当に古い年代の資料であることも特筆すべき

である 。記された文字の書体からみれば、この上器に文字を記したのは、文書を通常に書くことが出来る階

層 ・立場の人物であると見ることが出来る 。文言・内容がきわめて具体的であることと併せて考えれば、村

落祭祀の中に土器を墨書する行為が持ち込まれたのは、文字を自由に書くことが出来、祭祀行為そのものの

意味を理解できる人々によってであることを具体的に物語る資料として重要なのである 。

(1) 木村泰彦「1984年出土の木簡ー京都 ・長尚京跡(3)」(『木簡研究』 7 1985)、松田猛 「出上文字資料か

らみた上野国の古代氏族」（『地方史研究』 243 1993)。
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青梨子上屋敷遺跡 P L. 1 

遺跡全景垂直

遺跡全景斜め北から



青梨子上屋敷遺跡

、- - -.--



PL. 3 

ヽ ヽ

m区全景垂直



4
 

N区中部分

青梨子上屋敷遺跡

南から

N区北部分 斜め

l 

南から N区中部分北から

N区南部分 斜め 南から 金古北十三町遺跡15区 全景 垂直



青梨子上屋敷遺跡 PL. 5 

I区 1号住居全景西から I区 1号住居土層断面南から

I区 1号住居土層断面 東から I区 1号住居遺物出土状態 北西から

I区 1号住居貯蔵穴土層断面 西から I区 1号住居カマド西から

I区 1号住居カマド土層断面 西から I区 1号住居カマド掘方土層断面 北から



PL. 6 青梨子上屋敷遺跡

I区 2号住居全景西か ら I区 2号住居士層断面西か ら

I区 2号住居 1の土師器杯出土状態 I区2号住居貯蔵穴土層断面 西から

- 〒 l99999---～二聾

I区2号住居カマド全景 I区2号住居カマド土層断面西から

I区2号住居掘方西から I区 2号住居掘方西から



青梨子上屋敷遺跡 PL. 7 

I区 1号堀 西から I区 1号堀全景東から

I区 1号堀士層断面西から I区 1号堀土層断面東から

I区 1号堀礫出土状態 東から I区 1号堀底面掘削時工具痕



PL. 8 青梨子上屋敷遺跡

I区2号堀全景南から

I区2号堀土層断面南から I区3号堀全景南から

I区 1号溝全景東から I区 1号溝士層断面西から

I区3号溝全景南から I区3号溝士層断面南から



青梨子上屋敷遺跡 PL. 9 

I区4号溝全景北から I区4号溝土層断面南から

m区 1号溝全景南から m区 1号溝全景北から

m区 1号溝士層断面北から 皿区 1号溝礫出士状態 南から

皿区 2号溝全景西から III区 2号溝土層断面西から



PL. 10 青梨子上屋敷遺跡

I区 1号道 全 景 北 東 か ら

I区 1号道全景東から I区 1号道硬化面土層断面

I区 1号道硬化面土層断面 I区 1号道掘方西から

1 ¢... 
一入 £ • 

II区 1号列石南西から II区 1号列石土層断面西から



青梨子上屋敷遺跡 p L. 11 

1
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ヽ
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9
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 9
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，＇ 

全景I区 1号井戸 東から

I区 1号埋甕出土状態

I区 1号埋甕断面状態

南から

西から

I区 1号井戸断面 東から

I区 1号埋甕出士状態

I区 1号埋甕掘方

西から

西から

I区 1号土坑 全景 南から I区 1号土坑土層断面 南から



P L. 12 青梨子上屋敷遺跡

全景南から I区2号土坑士層断面南から

I区3号土坑全景南から I区3号土坑土層断面南から

I区4号土坑全景南から I区4号土坑土層断面 南から

I 区 5 号土坑• 6号土坑全景南から I区6号土坑士層断面南から



青梨子上屋敷遺跡 P L. 13 

I区13号土坑全景西から I区13号士坑士層断面 東から

I区23号土坑全景北から I区23号土坑土層断面南から

I区25号土坑全景東から I区25号土坑土層断面東から

I区53号土坑全景東から I区53号土坑土層断面東から



P L. 14 青梨子上屋敷遺跡

I区125号土坑全景東から I区125号 土 坑 全 景 東 南 か ら

皿区 3号土坑土層断面 南から II1区 3号土坑土層断面南から

皿区 3号土坑礫出士状態 南から II1区 3号土坑掘方東から

皿区 4号土坑全景東から m区 6号士坑全景東から



青梨子上屋敷遺跡 P L. 15 

m区 8号土坑全景東から Ill区 8号土坑土層断面南から

m区9号土坑全景南から 皿区 9号土坑掘方南から

N区 1号土坑全景西から N区 1号土坑土層断面南から

N区 2号士坑全景西から N区3号 土 坑 全 景 西 か ら



P L. 16 青梨子上屋敷遺跡

I区 1住 l I区 1住 2 I区 1住 4

I区 1住 7 I区 1住 9 I区1住 8

•• 
I区2住 2 I区2住 3

I区2住 4 I区2住 5

I区2住 6

I区2住 8 I区2住 9



青梨子上屋敷遺跡 P L. 17 
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I区 1堀 1 I区 1堀 2 I区 1堀 3

I区1堀 6

゜I区 1堀11
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I区1堀 9 I区 l堀10

I区2堀 l I区3堀 l

I区2堀 2 I区2堀 3 I区2堀 4 I区2堀 5 I区3堀 2



P L. 18 青梨子上屋敷遺跡

m区1溝1゜゜ ゜m区2溝 2

口
m区2溝1

I区1井戸 1

0 0  

土坑 1 土坑 2

• 土坑4 土坑 5

I11区2溝 5 ゜I11区2溝 6

． 

土坑 8 土坑 9

0 0  
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゜ ゜旧区 2溝 3 I11区2溝 4

m区2溝 7

土坑 3

士坑 7

土坑10 土坑11 土坑12

遺構外11士坑14土坑13
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I区1埋甕 1遣構外13遺構外10遺構外 9土坑15



青梨子上屋敷遺跡 P L. 19 
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遺構外14

約

遺構外16

遺構外25

遺構外29

遺構外32

遺構外19

遺構外20

遺構外31

遺構外27

遺構外21

遺構外26

遺構外28

遺構外34



PL. 20 青梨子上屋敷遺跡

遺構外35

遺構外39

遺構外44

一
遺構外40

遺構外41

遺構外45 遺構外46

58 

60 

遺構外66

遺構外72
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遺構外67

遺構外73

57 

遺構外68
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59 

遺構外

遺構外62 遺構外63

遺構外65

逍構外69 遺構外70 遺構外71

Ill 遺構外77 遺構外78



青梨子上屋敷遺跡 P L. 21 

遺構外81

遺構外74 遺構外79

遺構外82

o o o o r r : 
遺構外89 遺構外90 遺構外85 遺構外86 遺構外88
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遺構外91 遺構外92 遺構外93 遺構外94

00('00  O 
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P L. 22 金古北十三町遺跡

遺跡全景西から

遺跡全景東から



金古北十三町遺跡 p L. 23 
t: 

fー ＼

1号住居 全景 西から 1号住居全景 南東から

1号住居土層断面 東から 1号住居土層断面 南から

1号住居カマド 西から 1号住居カマド土層断面 西から

1号住居カマド掘方 西から 1号住居掘方



p L. 24 金古北十三町遺跡

巳し：

2号住居 全景 2号住居 全景 東から

2号住居士層断面 南西から 2号住居遺物出土状態

2号住居カマド 西から 2号住居カマド 南から

2号住居掘方断面 西から 2号住居掘方 西から



金古北十三町遺跡 PL. 25 

1住 1 1住 4 1住 5

1住 7 2住 5

2住 4

2住 7 2住 6

2住 9

2住10 2住 8

2住11

2住12 2住13 遺構外 1 遺構外2
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ふりがな 北緯

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

あ青お梨な子しか上み屋や敷しき 群ぐん馬まけ県ん前まえ橋ばし市しあ青お梨な子しま町ち
10201 362927 20010403 3,320m' 道路建設

群ぐん馬まけ県ん群ぐん馬ま郡ぐん群ぐん馬まま町ちか金ね古こ
10324 1396000 20010831 

かね習」じゅうさんちょう ぐんまけんぐんまぐんぐん ままちかねこ
金 ヒ十三町 群馬県群馬郡群馬町金古 10324 362911 20010403 550m' 

1694000 20010831 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺 構 主な遺物 特記事項

青梨子上屋敷 集落 奈良時代 竪穴住居 2軒 土師器・須恵器 奈良時代後期後半代の竪穴住居

館址 中世 土坑 のカマド前部床面直上より墨書さ

館堀 3条 れた土師器杯が出土している 。

溝 陶磁器・石製品 この土器には神名・人名が細か

道 1条 な文字で書かれていた。出土状態

井戸 1基 が小片に割れた状態であることや

土坑 墨書された内容から祭祀に使用さ

集落 近世～ 溝 陶磁器 ・鉄器 ・ れたと考えられる 。こうした墨書

近代 士坑 銭貨 土器の出土例は群馬県内でも初例

である。

金古北十三町 集落 奈良時代 竪穴住居 2軒 土師器 ・須恵器 奈良時代中葉の竪穴住居では住

土坑 1基 居床面を構築する際に 5~10cm単

位で土を版築状に突き固めている

稀少な例である 。
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